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は
じ
め
に

Ⅱ　

判
例

Ⅲ　

検
討

Ⅳ　

結
び
に
か
え
て

Ⅰ　

は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
信
教
の
自
由

に
関
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
限
定
し
て
も
、
セ
ク
ト
警
告
決

定
（
オ
シ
ョ
ー
決
定

（
1
）

）
や
ス
カ
ー
フ
判
決

（
2
）

・
決
定

（
3
）

等
の
極
め
て
重

要
な
判
決
・
決
定
を
下
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
判
決
・
決
定
に
つ

い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
す
で
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
4
）

と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
も
、
信
教
の
自
由
に
関
し
て
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
重
要
で
、
比
較
法

的
見
地
か
ら
し
て
も
極
め
て
興
味
深
い
判
断
を
示
し
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。
信
教
の
自
由
に
関
す
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の

最
近
の
重
要
判
例
と
し
て
、
公
立
学
校
の
生
徒
が
授
業
時
間
外
に

校
内
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
校
長
が
禁
止

学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由

│
公
立
学
校
に
お
け
る
祈
禱
の
禁
止
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例

│

岡　
　

田　
　

俊　
　

幸

研
究
ノ
ー
ト

（
一
〇
五
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
二
二

祈
禱
を
約
一
〇
分
間
行
っ
た
。
祈
禱
に
際
し
て
生
徒
は
、
自
分
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
上
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
典
礼
に
従
っ

て
求
め
ら
れ
る
動
作
を
行
い
、
決
め
ら
れ
た
章
句
を
朗
読
し
た
。

他
の
生
徒
や
教
員
は
、
原
告
ら
の
行
っ
た
祈
禱
を
見
て
い
た
。
祈

禱
を
見
て
い
た
教
員
が
校
長
に
知
ら
せ
た
。
翌
日
、
校
長
は
、
祈

禱
に
参
加
し
た
生
徒
に
対
し
て
、
校
内
に
お
い
て
祈
禱
を
行
う
こ

と
は
容
認
で
き
な
い
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
校
長
は
、
同
日
付
け

の
書
面
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
公
立
学
校
に
お
い
て
は
宗
教
上
の

表
明
は
許
さ
れ
ず
、
と
く
に
祈
禱
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
、

む
し
ろ
、
学
校
は
、
国
の
中
立
性
要
請
が
そ
の
施
設
の
中
で
実
現

さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
原
告
の
親
に

通
知
し
た
。
学
校
長
と
原
告
の
親
は
話
し
合
い
を
し
た
が
、
解
決

に
至
ら
ず
、
原
告
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
九
日
、
行
政
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
し
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
在
学
し
て
い
る
間
、
一

日
一
回
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行
う
権
利
を
有
す
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
る
と
と
も
に
、
仮
の
権
利
保
護
も
申
し
立
て
た
。

原
告
は
、
原
告
が
授
業
時
間
外
に
校
内
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ム
教

の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
校
長
が
禁
止
す
る
こ
と
は
基
本
法
四
条
一

項
に
基
づ
く
原
告
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
行
政
裁
判
所
、
上
級
行
政
裁
判
所

す
る
こ
と
が
生
徒
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
判
断
し
た
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判

決
（
5
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

（
6
）

。
本
稿
は
、
上
記
の
連
邦
行
政
裁
判

所
判
決
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判

所
（
以
下
、「
行
政
裁
判
所
」
と
い
う
。）
の
決
定
・
判
決
及
び
ベ

ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
（
以
下
、「
上

級
行
政
裁
判
所
」
と
い
う
。）
の
判
決
を
含
め
て
、
こ
の
訴
訟
に

関
連
す
る
判
決
・
決
定
を
詳
し
く
紹
介
し
た
上
で
、
こ
の
訴
訟
に

含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る

（
7
）

。

さ
て
、
ま
ず
、
本
稿
が
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
訴
訟
の
事
件
関

係
を
紹
介
し
よ
う
。
原
告
は
、
一
九
九
三
年
八
月
一
七
日
生
ま
れ

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
ミ
ッ
テ
地
区
に
あ
る

デ
ィ
ー
ス
タ
ー
ヴ
ェ
ー
ク
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（D

iesterw
eg-

G
ym

nasium

）
の
生
徒
で
あ
る
。
原
告
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義

に
照
ら
し
て
、
一
日
五
回
、
定
め
ら
れ
た
時
間
に
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
を

実
践
し
て
い
た
。
原
告
は
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
日
、
授
業
と

授
業
の
間
（
六
時
限
の
授
業
の
後
）
の
休
憩
時
間
に
、
七
人
の
生

徒
と
と
も
に
、
校
舎
の
廊
下
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
典
礼
に
従
っ
て

（
一
〇
六
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
二
三

Ⅱ　

判
例

一　

二
〇
〇
八
年
三
月
一
〇
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
決
定

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
原
告
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
九

日
、
行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
仮
命
令
の
発
布
も
申

し
立
て
、
本
案
判
決
ま
で
、
校
内
で
、
一
日
一
回
、
授
業
と
授
業

の
間
の
休
憩
時
間
又
は
自
由
時
間
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行

う
こ
と
を
許
す
よ
う
に
求
め
て
い
た
。
行
政
裁
判
所
は
、

二
〇
〇
八
年
三
月
一
〇
日
の
決
定

（
8
）

に
お
い
て
、
原
告
が
、
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
校
内
で
、
授
業
時
間
外
に
、
一
日
一
回
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
暫
定
的
に
許
容
す
る
こ
と
を
仮
命
令
に

よ
っ
て
被
告
に
義
務
付
け
た
（
主
文
）。
以
下
、
こ
の
決
定
の
内

容
を
紹
介
す
る
。

⒜　
「
基
本
法
四
条
は
、
│
留
保
な
く
│
一
項
に
お
い
て
信
仰

の
自
由
、
良
心
の
自
由
並
び
に
宗
教
上
及
び
世
界
観
上
の
告
白
の

自
由
を
保
障
し
、
二
項
に
お
い
て
、
宗
教
活
動
を
妨
げ
ら
れ
な
い

権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
基
本
法
四
条
の
二
つ
の
項
は
、
包
括
的

に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
統
一
的
基
本
権
を
含
ん

で
い
る
…
…
。
こ
の
基
本
権
は
、
信
仰
す
る
又
は
信
仰
し
な
い
内

面
的
自
由
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
を
表
明
す
る
外
面
的
自
由
に
も
及

及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
こ
の
主
張
に
対
し
て
異
な
る
内
容
の

判
断
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
裁
判
所
は
こ
の
主
張
を
容
認

す
る
判
決
を
下
し
た
の
に
対
し
て
、
上
級
行
政
裁
判
所
と
連
邦
行

政
裁
判
所
は
原
告
の
信
教
の
自
由
の
制
約
は
正
当
化
さ
れ
る
と
の

判
断
を
示
し
た
。
ま
た
、
上
級
行
政
裁
判
所
と
連
邦
行
政
裁
判
所

は
、
た
し
か
に
結
論
を
同
じ
く
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
異

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
の

み
な
ら
ず
、
行
政
裁
判
所
の
決
定
・
判
決
及
び
上
級
行
政
裁
判
所

の
判
決
も
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
、
ま
ず
、
行
政

裁
判
所
、
上
級
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
が
原
告
の
主

張
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
の
か
、
各
裁
判
所
の
判

断
内
容
を
紹
介
す
る
作
業
を
行
う
（
Ⅱ
）。
そ
し
て
、
つ
ぎ
に
、

こ
の
訴
訟
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
学
説
上
の

議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
若
干
の
検
討
を
行
う
（
Ⅲ
）。
最
後
に
、

結
び
に
か
え
て
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
に
と
っ
て
参
考
と
な
る

点
を
簡
単
に
指
摘
す
る
（
Ⅳ
）。

（
一
〇
六
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
二
四

に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
例
外
的
に
、
定
め
ら
れ
た
祈
禱
時

間
の
逸
脱
を
許
し
て
い
る
こ
と
を
一
般
的
に
指
摘
し
て
は
な
ら
な

い
（R

n. 9

）。

⒞　

基
本
法
四
条
に
基
づ
く
信
仰
の
自
由
は
憲
法
そ
れ
自
体
に

基
づ
い
て
の
み
制
限
さ
れ
、
こ
の
制
限
は
、
第
三
者
の
対
立
す
る

基
本
権
及
び
憲
法
ラ
ン
ク
の
共
同
体
価
値
か
ら
の
み
導
か
れ
る
が
、

「
憲
法
ラ
ン
ク
を
付
与
さ
れ
た
国
家
の
教
育
任
務
（B

ildungs- 
und E

rziehungsauftrag

）」（
基
本
法
七
条
一
項
）
か
ら
も
、
ま

た
、
他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項
）
及

び
そ
の
親
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
か
ら
も
、
さ
ら
に
、
親
の
教
育

権
（
基
本
法
六
条
二
項
）
か
ら
も
、
原
告
が
求
め
る
範
囲
に
お
け

る
祈
禱
を
原
告
に
禁
止
で
き
る
よ
う
な
制
限
は
導
か
れ
な
い

（R
n. 10

）。

⒟　

被
告
ベ
ル
リ
ン
州
は
、
原
告
の
実
践
し
た
祈
禱
は
、
宗
教

的
儀
式
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
又
は
自
己
の
信
仰
の
宣
伝
で

あ
っ
て
、
他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
、

許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
（R

n. 4

）
が
、「
被
告

は
、
教
育
任
務
及
び
学
校
運
営
に
具
体
的
で
、
か
つ
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
支
障
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
。

と
く
に
、
被
告
の
主
張
か
ら
、
た
と
え
個
々
の
生
徒
が
原
告
の
影

ん
で
い
る
。
こ
れ
に
は
、
と
く
に
祈
禱
も
含
ま
れ
る
…
…
。
被
告

の
見
解
と
は
異
な
り
、
祈
禱
を
行
う
権
利
は
、
た
ん
に
、
黙
示
的
、

個
人
的
で
か
つ
人
目
を
引
か
な
い
祈
禱
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
保

護
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
信
仰
の
自
由
と
こ
れ
と
対
立
す
る
他
の

憲
法
法
益
と
の
間
の
緊
張
関
係
は
、
個
別
の
事
件
に
お
い
て
、
実

践
的
整
合
性
の
意
味
に
お
け
る
利
益
衡
量
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。」（R

n. 8

）

⒝　

被
告
ベ
ル
リ
ン
州
は
、
原
告
自
身
の
陳
述
に
よ
る
と
、
祈

禱
は
原
則
的
に
後
で
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

原
告
の
信
教
の
自
由
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
主
張
す
る

（R
n. 4

）
が
、
祈
禱
義
務
が
「
イ
ス
ラ
ム
の
五
つ
の
柱
」
に
含
ま

れ
る
こ
と
は
公
知
の
事
実
で
あ
り
、
原
告
は
、「
イ
ス
ラ
ム
の
五

つ
の
柱
」
に
含
ま
れ
る
祈
禱
義
務
と
自
己
の
信
仰
上
の
確
信
に
基

づ
く
祈
禱
時
間
の
遵
守
が
、
原
告
に
と
っ
て
高
い
価
値
を
有
す
る

こ
と
を
疎
明
し
た
。
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
原
告
の
説
得
力
の
あ

る
陳
述
に
よ
る
と
、
原
告
が
、
少
な
く
と
も
一
回
の
祈
禱
を
授
業

日
に
行
う
こ
と
を
拘
束
力
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
種
の
信
仰
上
の
確
信
を
評
価
す
る
こ
と
、
又
は
、
本
人

が
拘
束
力
の
あ
る
と
考
え
て
い
る
信
仰
上
の
戒
律
を
疑
問
視
す
る

こ
と
は
、
国
家
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
被
告
は
、
原
告

（
一
〇
六
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
二
五

「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
に
命
じ
て
い
る
世
界
観
的
・
宗
教
的

中
立
性
は
、
世
界
観
的
・
宗
教
的
関
係
性
か
ら
厳
格
に
分
離
し
た
、

距
離
を
と
る
中
立
性
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
開
か
れ
た
包
括
的
中

立
性
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
基
本
法
四
条
一
項

及
び
二
項
は
、
積
極
的
意
味
に
お
い
て
、
信
仰
上
の
確
信
の
積
極

的
実
行
及
び
世
界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
お
け
る
自
律
的
人
格
の

実
現
の
た
め
の
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
命
じ
て
い
る
…
…
。」

こ
の
よ
う
な
形
態
の
中
立
性
が
ベ
ル
リ
ン
州
学
校
法
で
定
め
ら
れ

た
教
育
目
標
の
根
底
に
置
か
れ
て
い
る
（R

n. 13

）。

二　

二
〇
〇
九
年
九
月
二
九
日
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
判
決

㈠　

行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
九
日
の
判
決

（
9
）

に
お

い
て
、
原
告
が
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
っ
て
い
る
間
、
授
業
時
間

外
に
一
日
一
回
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行
う
権
利
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
（
主
文
）。
以
下
、
こ
の
判
決
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
二
〇
〇
八
年
三
月
一
〇
日
の
行
政
裁
判
所
決
定
を
受
け
て
、

校
長
は
、
原
告
に
六
時
限
の
授
業
と
七
時
限
の
授
業
の
間
の
休
憩

時
間
に
空
室
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
（R

n. 5

）。
原
告
は
、

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
は
六
時
限
の
授

業
の
終
了
後
の
休
憩
時
間
に
、
割
り
当
て
ら
れ
た
部
屋
に
お
い
て

響
を
受
け
る
と
し
て
も
、
他
の
生
徒
又
は
教
員
集
団
の
構
成
員
が

原
告
に
よ
る
祈
禱
の
実
施
に
逃
げ
道
も
な
く
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
し
か
る
べ
き
組
織
的
事
前

措
置
と
原
告
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
他
者
が
容
易
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
学
校
の
敷
地
の
領
域
に
お
い
て
原
告
が
祈
禱
を

妨
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
無
理
の

な
い
諸
条
件
を
創
出
し
、
祈
禱
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
又
は

広
告
の
様
相
を
呈
す
る
と
い
う
被
告
の
認
識
し
た
危
険
に
対
処
す

る
こ
と
が
被
告
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
明
ら
か
で
は
な

い
。」（R

n. 11

）

⒠　
「
学
校
運
営
の
支
障
は
、
学
校
が
他
の
生
徒
の
消
極
的
信

仰
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
の
関
連

に
お
い
て
も
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
く
に
、
国
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
、
学
校
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
義
務
は
、

生
徒
の
宗
教
的
表
明
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
な

い
。
む
し
ろ
、
特
定
宗
派
に
属
し
な
い
学
校
に
お
け
る
平
和
的
共

生
に
は
、
生
徒
が
、
他
者
の
宗
教
的
確
信
に
寛
容
な
態
度
を
と
り
、

そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
も
含
ま
れ
る
…
…
。
現
実
に

は
も
は
や
存
在
し
な
い
『
閉
鎖
的
世
界
』
と
い
う
印
象
を
子
ど
も

に
与
え
る
こ
と
は
、
今
日
の
学
校
の
任
務
で
は
な
い
」。（R

n. 12

）

（
一
〇
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
二
六

判
断
し
た
行
動
を
示
す
個
人
の
権
利
が
含
ま
れ
る
」。
イ
ス
ラ
ム

教
の
信
者
で
あ
る
原
告
が
基
本
法
四
条
一
項
に
基
づ
く
基
本
権
を

引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
コ
ー
ラ

ン
か
ら
得
ら
れ
た
確
信
の
保
護
は
、
そ
れ
が
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い

て
一
般
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
信
仰
の
堅
い

人
に
よ
っ
て
の
み
支
持
さ
れ
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な

い
（R

n. 23

）。

「
基
本
法
四
条
の
保
護
範
囲
に
、
と
く
に
祈
禱
が
含
ま
れ
る

…
…
。
何
故
な
ら
、『
宗
教
活
動
』
は
、
あ
ら
ゆ
る
信
仰
と
あ
ら

ゆ
る
告
白
に
と
っ
て
中
心
的
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
…
…
。

学
校
に
お
け
る
祈
禱
は
、
こ
れ
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
…
…
。」

（R
n. 24

）

原
告
は
、
定
め
ら
れ
た
時
間
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱
を

行
う
こ
と
は
自
ら
に
拘
束
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
信
仰

の
教
義
に
従
う
こ
と
が
、
原
告
に
と
っ
て
そ
の
宗
教
的
告
白
の
発

現
形
態
で
あ
る
。
原
告
は
、
こ
の
こ
と
を
口
頭
弁
論
に
お
い
て
説

得
的
に
示
し
た
。
被
告
と
裁
判
所
は
、
信
者
の
宗
教
的
判
断
を
評

価
す
る
こ
と
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
評
価
は
、
信
仰

の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
（R

n. 25

）。

「
た
し
か
に
、
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
が
、
そ
の
人
の
主
観
的
決

祈
禱
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
夏
期
は
日
没
時
間
が
遅
く
な
り
、

正
午
と
午
後
の
祈
禱
の
時
間
も
遅
く
な
る
た
め
、
原
告
は
、

二
〇
〇
九
年
四
月
以
降
、
学
校
か
ら
帰
宅
し
た
後
に
家
で
祈
禱
を

行
っ
て
い
た
（R

n. 7

）。

㈡　

行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
基
本
法
四
条
の
保
護
範
囲
を
解

明
し
、
原
告
の
行
為
が
基
本
法
四
条
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と

判
断
し
た
。

「
原
告
は
、
宗
教
活
動
を
妨
げ
ら
れ
な
い
権
利
（
基
本
法
四
条

二
項
）
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
権
利
は
、
個

人
及
び
宗
教
的
又
は
世
界
観
的
団
体
に
帰
属
す
る
信
仰
及
び
告
白

の
自
由
の
一
部
で
あ
る
。
基
本
法
四
条
は
、
一
項
に
お
い
て
、
信

仰
の
自
由
、
良
心
の
自
由
並
び
に
宗
教
上
及
び
世
界
観
上
の
告
白

の
自
由
を
、
二
項
に
お
い
て
、
宗
教
活
動
を
妨
げ
ら
れ
な
い
権
利

を
保
障
し
て
い
る
。
基
本
法
四
条
の
二
つ
の
項
は
、
包
括
的
に
理

解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
統
一
的
な
基
本
権
を
含
ん
で

い
る
。
こ
の
基
本
権
は
、
信
仰
す
る
又
は
信
仰
し
な
い
内
面
的
自

由
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
を
表
明
す
る
外
面
的
自
由
に
も
及
ぶ
。
こ

れ
に
は
、
自
己
の
全
行
動
を
そ
の
信
仰
の
教
義
に
準
拠
さ
せ
、
そ

の
内
的
な
信
仰
上
の
確
信
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
活

状
況
に
お
い
て
、
自
己
の
宗
教
的
確
信
を
基
準
と
し
て
正
し
い
と

（
一
〇
六
四
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
二
七

に
、
つ
ま
り
休
憩
時
間
に
延
期
す
る
用
意
が
あ
る
点
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
（R

n. 27

）。

㈢　

つ
ぎ
に
、
行
政
裁
判
所
は
、
信
教
の
自
由
に
対
す
る
制
約

が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
行
政

裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
引
用
し
つ
つ
、
次
の
よ

う
な
一
般
論
を
述
べ
る
。

「
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
信

仰
の
自
由
は
、
留
保
な
く
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
制
限
は

憲
法
そ
れ
自
体
か
ら
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に

含
ま
れ
る
の
は
、
第
三
者
の
基
本
権
と
憲
法
ラ
ン
ク
の
共
同
体
価

値
で
あ
る
…
…
。
信
仰
の
自
由
と
他
の
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
利
益

と
の
衝
突
は
、
実
践
的
整
合
性
の
原
則
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
践
的
整
合
性
の
原
則
は
、
対
立
す
る
法
的

地
位
の
一
つ
を
優
先
し
た
り
、
最
大
限
保
持
し
た
り
す
る
の
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
法
的
地
位
を
可
能
な
限
り
損
傷
し
な
い
よ
う
に

調
整
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
」。（R

n. 28

）

そ
し
て
、
行
政
裁
判
所
は
、
生
徒
の
信
仰
の
自
由
の
制
限
を
正

当
化
す
る
法
益
と
し
て
、
①
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性

の
要
請
、
②
他
の
生
徒
及
び
親
の
消
極
的
信
教
の
自
由
並
び
に
親

の
教
育
権
、
③
基
本
法
七
条
一
項
に
基
づ
く
教
育
任
務
、
④
学
校

定
の
み
で
、
と
く
に
保
護
さ
れ
た
信
仰
の
自
由
の
発
現
形
態
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
個
人
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰
の
自

由
の
発
現
形
態
と
し
て
要
求
さ
れ
る
行
動
の
評
価
に
際
し
て
、

各
々
の
宗
教
団
体
の
自
己
理
解
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
」（R

n. 26
）。
行
政
裁
判
所
は
、
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
鑑
定
書
に

基
づ
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
け
る
一
致
し
た
見
解
に
よ
る
と
、

原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
朝
、
正
午
、
午
後
、

夕
方
及
び
夜
に
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
宗
教
的
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
と
の
確
信
を
得
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
祈

禱
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
比
較
的
少
数
に
す
ぎ

な
い
が
、
上
記
の
こ
と
は
、
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
祈
禱
義
務
が

「
イ
ス
ラ
ム
の
五
つ
の
柱
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

鑑
定
書
に
よ
る
と
、
儀
式
的
祈
禱
の
延
期
ま
た
は
併
合
は
、
信
者

に
と
っ
て
、
緊
急
状
態
及
び
特
別
の
外
的
必
要
性
の
あ
る
状
況
に

お
い
て
例
外
的
に
許
さ
れ
る
。
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
正
午

の
祈
禱
と
午
後
の
祈
禱
を
併
せ
て
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
告
に
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
鑑
定

書
を
解
釈
す
る
が
、
こ
れ
は
理
解
で
き
な
い
。
原
告
に
葛
藤
が
生

じ
な
い
と
す
る
専
門
家
の
言
明
は
、
原
告
が
祈
禱
を
授
業
時
間
外

（
一
〇
六
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
二
八

派
の
特
権
化
及
び
信
仰
を
異
に
す
る
人
の
排
除
を
禁
じ
て
い
る
。

国
家
は
、
平
等
原
則
に
基
づ
い
て
様
々
な
宗
教
団
体
及
び
世
界
観

団
体
を
取
り
扱
う
よ
う
に
留
意
し
、
自
己
を
特
定
の
宗
教
団
体
と

同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
基
本
法
の
自
由
な
国
家
は
、
世
界
観

的
・
宗
教
的
確
信
の
多
様
性
に
対
す
る
開
放
性
を
特
徴
と
し
、
人

間
の
尊
厳
並
び
に
自
己
決
定
及
び
自
己
責
任
に
よ
る
人
格
の
自
由

な
発
展
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
て
い
る
人
間
像
を
そ
の
根
拠
と
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
的
・
世

界
観
的
中
立
性
と
は
、
国
家
と
教
会
の
厳
格
な
分
離
と
い
う
意
味

に
お
い
て
距
離
を
お
く
態
度
で
は
な
く
、
信
仰
の
自
由
を
す
べ
て

の
宗
派
の
た
め
に
等
し
く
促
進
す
る
、
開
か
れ
た
か
つ
包
括
的
態

度
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
…
…
。
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
は
、

積
極
的
意
味
に
お
い
て
、
信
仰
上
の
確
信
の
積
極
的
実
行
及
び
世

界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
お
け
る
自
律
的
人
格
の
実
現
の
た
め
の

空
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
命
じ
て
い
る
。
国
家
は
、
個
々
の
国
家

市
民
に
非
中
立
的
な
、
宗
派
に
拘
束
さ
れ
る
選
択
を
す
る
可
能
性

を
与
え
る
た
め
に
、
中
立
的
に
振
る
舞
う
。
国
家
は
、
国
家
市
民

の
と
る
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
立
場
の
多
様
性
を
肯
定
し
、
こ
の

多
様
性
を
様
々
な
生
活
領
域
に
お
け
る
厄
介
と
し
て
平
準
化
し
よ

う
と
試
み
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
立
性
を
保
持
す
る
。
国

平
和
の
維
持
を
挙
げ
（R

n. 29

）、
こ
れ
ら
の
憲
法
上
の
法
益
が
、

学
校
で
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
原
告
の
権
利
の
制
約
を
正
当

化
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

⒜　

ま
ず
、
行
政
裁
判
所
は
、「
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的

中
立
性
の
要
請
」
が
原
告
の
信
教
の
自
由
に
対
す
る
制
約
を
憲
法

上
正
当
化
し
な
い
と
説
示
す
る
。

「
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
原
則
は
、
国
家
に
対
し
て
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
自
ら
の
活
動
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
学
校
行
事

と
し
て
学
校
祈
禱
を
開
催
す
る
に
際
し
て
、
抑
制
を
求
め
る
。
学

校
の
側
か
ら
、
又
は
、
教
員
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
又
は
世
界
観
的

関
係
性
が
学
校
及
び
授
業
に
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
、
こ
の
こ
と
は
、

中
立
的
に
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
育
任
務
を
阻
害
す
る

可
能
性
が
あ
る
…
…
。
し
か
し
、
こ
の
中
立
性
義
務
は
、
被
告
の

見
解
と
異
な
り
、
生
徒
の
宗
教
的
表
明
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
な
い
。」（R

n. 30

）

基
本
法
は
、
国
家
に
対
し
て
、
基
本
法
四
条
一
項
、
三
条
三
項

一
文
、
三
三
条
三
項
、
並
び
に
、
基
本
法
一
四
〇
条
と
結
び
付
い

た
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
一
三
六
条
一
項
・
四
項
及
び
一
三
七
条
一
項

に
お
い
て
、
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
義
務
を
課
し
て
い
る
。

「
基
本
法
は
、
国
教
会
の
法
形
式
の
導
入
を
禁
止
し
、
特
定
の
宗

（
一
〇
六
六
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
二
九

し
て
い
る
子
ど
も
を
共
同
で
教
育
す
る
と
き
に
不
可
避
で
あ
る
緊

張
状
況
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
尊
厳
の
発
現
形
態
で
あ
る
寛
容
要

請
を
考
慮
し
つ
つ
、
調
整
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

n. 
32

）。被
告
は
、
基
本
法
一
四
一
条
に
よ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
公
立
学
校

に
お
い
て
は
宗
教
の
授
業
は
正
規
の
授
業
科
目
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
基
本
法
一
四
一
条
は
、
国
家
と
教
会
と
の
厳
格

な
分
離
の
発
現
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
ベ
ル
リ
ン
の
学
校
は
、

世
界
観
的
及
び
宗
教
的
中
立
性
を
有
す
る
場
所
で
あ
る
、
と
主
張

す
る
。
ま
た
、
被
告
は
、
原
告
の
要
求
を
認
め
る
こ
と
は
国
家
の

中
立
性
要
請
に
反
す
る
と
主
張
す
る
。
宗
教
的
活
動
を
学
校
に
お

い
て
積
極
的
に
可
能
に
し
、
又
は
促
進
す
る
こ
と
を
被
告
は
義
務

付
け
ら
れ
な
い
が
、
祈
禱
の
受
忍
の
義
務
付
け
は
事
実
上
給
付
義

務
に
な
る
。
何
故
な
ら
、
祈
禱
を
行
う
た
め
の
空
間
を
原
告
に
利

用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式

は
、
た
と
え
原
告
自
身
が
意
図
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、「
示
威

的
か
つ
宣
伝
的
性
格
」
を
有
し
て
お
り
、
学
校
当
局
は
、
そ
の
配

慮
義
務
の
枠
内
に
お
い
て
、
異
な
る
宗
教
を
有
す
る
生
徒
や
無
宗

教
の
生
徒
を
示
威
的
又
は
宣
伝
的
形
態
の
宗
教
活
動
か
ら
保
護
す

る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
、
祈
禱
を
行
う
場
所
に
つ
い
て
、
原
告

家
市
民
が
、
そ
の
信
仰
を
決
定
し
、
公
の
場
で
告
白
し
、
そ
の
宗

教
を
私
的
に
も
公
的
に
も
妨
げ
ら
れ
る
に
実
践
す
る
権
利
を
有
す

る
場
合
、
国
家
は
、
こ
の
領
域
に
対
し
て
中
立
的
態
度
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（R

n. 31

）。

国
家
は
、
特
定
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
又
は
世
界
観
的

方
向
の
た
め
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、

国
家
か
ら
発
せ
ら
れ
る
又
は
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

措
置
に
よ
っ
て
明
示
的
又
は
論
理
必
然
的
に
自
ら
を
特
定
の
信
仰

又
は
特
定
の
世
界
観
と
同
一
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
に
お
け

る
宗
教
的
平
和
を
自
ら
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
宗
教

的
・
世
界
観
的
中
立
性
は
、
国
家
に
、
宗
教
団
体
の
信
仰
及
び
教

義
を
そ
れ
自
体
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
と
く
に
、
そ
の
性
質
上
、
宗
教
上
及
び
世
界
観
上
の
考
え
が

以
前
か
ら
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
て

い
る
義
務
教
育
の
領
域
に
当
て
は
ま
る
。
公
立
学
校
を
形
成
す
る

に
際
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
性
が
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
学
校
は
、
他
の
世
界
観
的
及
び
宗
教
的
内
容

及
び
価
値
に
も
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
開
放
性

に
よ
っ
て
基
本
法
の
自
由
な
国
家
は
、
そ
の
宗
教
的
及
び
世
界
観

的
中
立
性
を
維
持
す
る
。
様
々
な
方
向
の
世
界
観
及
び
信
仰
を
有

（
一
〇
六
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
三
〇

理
由
か
ら
、
そ
の
中
立
義
務
が
損
な
わ
れ
る
と
主
張
す
る
が
、
こ

の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。「
た
し
か
に
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、

個
人
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
信
仰
上
の
確
信
を
国
家
の

支
援
に
よ
っ
て
表
現
す
る
請
求
権
を
有
し
て
い
な
い
…
…
。
し
か

し
、
本
件
は
こ
の
よ
う
な
場
合
で
は
な
い
。
こ
の
関
連
に
お
い
て

は
っ
き
り
と
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
原
告
は
祈
禱
部

屋
を
求
め
て
お
ら
ず
、
裁
判
所
も
（
仮
の
権
利
保
護
の
手
続
に
お

い
て
）
こ
の
よ
う
な
部
屋
を
用
意
す
る
こ
と
を
学
校
に
義
務
付
け

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
学
校
当
局
が
、
原
告
に
特
定
の
部
屋
の

利
用
を
指
示
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
判
断
す
る
限
り
に
お
い
て
、

学
校
当
局
は
、
こ
れ
を
用
い
て
、
学
校
生
活
に
関
与
す
る
他
の

人
々
を
祈
禱
実
践
と
の
対
面
か
ら
守
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
消

極
的
信
仰
告
白
の
自
由
の
点
で
保
護
す
る
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
『
組
織
的
基
準
』
が
必
要
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

こ
れ
は
、
原
告
の
宗
教
活
動
の
一
方
的
促
進
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

様
々
な
法
益
の
調
整
に
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
ま
さ
に

国
家
の
中
立
性
の
発
現
で
あ
る
。」（R

n. 35

）

⒝　

つ
ぎ
に
、
行
政
裁
判
所
は
、
他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
告

白
の
自
由
（
四
条
一
項
）
も
、
ま
た
、
親
の
教
育
権
（
六
条
二

項
）
と
結
び
付
い
た
生
徒
の
親
の
消
極
的
信
仰
告
白
の
自
由
も
、

を
誘
導
す
る
基
準
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
（R

n. 
12

）。し
か
し
、
被
告
の
主
張
す
る
「
国
家
と
宗
教
の
厳
格
な
分
離
と

い
う
意
味
に
お
け
る
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
理

解
」
に
賛
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
ブ
レ
ー
メ
ン
条
項
」
と

呼
ば
れ
る
基
本
法
一
四
一
条
に
よ
り
、「
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て

（
も
）
基
本
法
七
条
三
項
一
文
は
適
用
さ
れ
ず
、
宗
教
の
授
業
は

公
立
学
校
に
お
い
て
正
規
の
授
業
科
目
で
は
な
い
」
が
、
基
本
法

一
四
一
条
か
ら
、
被
告
が
、
そ
の
学
校
高
権
の
枠
内
に
お
い
て
、

学
校
を
世
界
観
的
及
び
宗
教
的
中
立
性
を
有
す
る
場
所
に
す
る
こ

と
も
許
さ
れ
る
こ
と
が
導
出
さ
れ
る
。
学
校
法
一
三
条
に
基
づ
い

て
、
宗
教
の
授
業
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
公
立
学
校
に
お
い
て
も
、
宗

教
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（R

n. 33

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

学
校
が
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
も
「
宗
教
の
な
い
空
間
」
で
は
な
い

こ
と
が
導
か
れ
る
。
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
シ
ン
ボ
ル
及
び
衣
服

の
禁
止
は
、
法
律
上
、
教
員
及
び
教
育
任
務
を
有
す
る
他
の
職
員

に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
（R

n. 34

）。

ま
た
、
被
告
は
、
祈
禱
の
受
忍
義
務
は
、
必
然
的
に
、
祈
禱
の

た
め
に
空
間
を
利
用
さ
せ
る
給
付
義
務
を
帰
結
し
、
被
告
は
原
告

の
宗
教
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
、
と
の

（
一
〇
六
八
）
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二
三
一

さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
か
ら
す
で
に
疑
問
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
原
告
は
、
祈
禱
を
授
業
の
休
憩

時
間
に
、
つ
ま
り
、
教
室
の
外
で
か
つ
授
業
時
間
外
に
遂
行
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
生
徒
は
、
参
加
を
強
制
さ
れ
て
お
ら
ず
、

原
告
の
宗
教
活
動
を
見
る
こ
と
も
強
制
さ
れ
て
い
な
い
。
個
々
の

生
徒
の
消
極
的
信
教
の
自
由
が
個
々
の
生
徒
に
対
し
て
、
多
数
派

の
挙
行
す
る
学
校
祈
禱
を
阻
止
す
る
権
利
を
与
え
て
い
な
い
と
す

る
と
、
正
反
対
の
事
例
に
お
い
て
│
一
人
の
生
徒
だ
け
が
祈
禱
す

る
場
合
に
│
異
な
る
こ
と
が
何
故
当
て
は
ま
る
の
か
、
そ
の
理
由

は
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
定
の
宗
教
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
行

動
様
式
が
同
級
生
に
苛
立
ち
を
も
た
ら
す
限
り
、
こ
の
障
害
は
、

原
則
と
し
て
、
関
係
す
る
行
動
を
学
校
に
お
い
て
禁
止
す
る
き
っ

か
け
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
障
害
は
、
授
業
に

お
い
て
異
な
っ
た
行
動
に
向
き
合
い
、
こ
れ
に
対
す
る
理
解
を
呼

び
起
こ
す
き
っ
か
け
を
与
え
る
…
…
。
宗
派
に
属
し
な
い
学
校
に

お
け
る
平
和
的
な
共
存
に
は
、
生
徒
が
、
他
者
の
宗
教
的
確
信
に

寛
容
な
態
度
を
と
り
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
る
…
…
。」（R

n. 38

）

イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
が
「
示
威
的
か
つ
宣
伝
的
性
格
」
を
有
し

て
い
る
と
の
被
告
の
評
価
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
未
解
決
の
ま
ま

原
告
の
権
利
と
対
立
し
な
い
と
判
断
し
た
（R

n. 36

）。

「
基
本
法
四
条
は
、
消
極
的
信
教
の
自
由
と
し
て
の
形
態
に
お

い
て
、
共
に
し
な
い
信
仰
の
宗
教
儀
式
上
の
行
為
を
し
な
い
権
利

を
保
障
し
て
い
る
…
…
。
た
だ
し
、
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活

動
の
余
地
を
与
え
る
社
会
に
お
い
て
、
個
人
は
、
他
者
の
信
仰
表

明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に
触
れ
さ
せ
ら

れ
な
い
権
利
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
個
人
が
回
避
可
能
性
な
く
あ
る
特
定
の
信
仰
の
影

響
、
あ
る
特
定
の
信
仰
が
現
れ
て
い
る
行
為
、
及
び
、
あ
る
特
定

の
信
仰
が
示
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
さ
ら
さ
れ
る
状
況
を
国
家

が
創
出
し
た
場
合
で
あ
る
…
…
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
学
校
の

側
か
ら
教
室
に
取
り
付
け
ら
れ
た
十
字
架
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
消

極
的
信
教
の
自
由
の
侵
害
を
肯
定
し
た
…
…
が
、
学
校
行
事
と
し

て
の
自
発
的
な
超
宗
派
的
学
校
祈
禱
に
関
し
て
は
、
た
と
え
こ
れ

が
祈
禱
を
す
る
生
徒
と
対
比
し
て
生
徒
を
そ
の
行
動
の
点
に
お
い

て
目
立
た
せ
て
し
ま
う
と
し
て
も
、
生
徒
が
期
待
可
能
な
仕
方
で

逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
消
極
的
信
教
の
自
由
の

侵
害
を
否
定
し
た
…
…
。」（R

n. 37

）

「
本
件
に
お
い
て
は
、
学
校
生
活
に
関
与
し
て
い
る
他
の
人
々

が
、
原
告
の
祈
禱
に
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
回
避
可
能
性
な
し
に

（
一
〇
六
九
）
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二
三
二

は
明
ら
か
で
は
な
い
（R

n. 41

）。

⒟　

基
本
法
七
条
一
項
に
基
づ
く
教
育
任
務
の
枠
内
に
お
い
て

維
持
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
校
平
和
の
妨
害
も
十
分
に

示
さ
れ
て
い
な
い
。
被
告
は
、
学
校
に
お
い
て
宗
教
と
関
係
の
あ

る
紛
争
が
生
じ
て
い
る
こ
と
（
例
え
ば
、
異
な
る
宗
教
団
体
の
生

徒
間
に
よ
る
罵
り
合
い
、
ラ
マ
ダ
ン
の
遵
守
の
相
互
監
視
、
ス

カ
ー
フ
を
着
用
し
な
い
女
子
に
対
す
る
侮
辱
、
名
誉
殺
人
の
正
当

化
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
考
え
の
表
明
）
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
紛
争
は
、
本
件
で
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
法
律
問

題
と
何
の
関
連
性
も
有
し
て
い
な
い
。
原
告
が
何
ら
か
の
仕
方
で

こ
の
種
の
対
立
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た
、
原
告
の
行
動

が
こ
の
種
の
紛
争
を
引
き
起
こ
し
、
又
は
深
刻
化
さ
せ
て
い
る
こ

と
も
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
明
ら
か
で
も
な
い
（R

n. 
43

）。
被
告
は
、
学
校
運
営
を
損
な
う
可
能
性
の
あ
る
具
体
的
な

組
織
的
困
難
が
原
告
の
行
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
な
い
。
被
告
は
、
将
来
に
お
い
て
多
数
の
生
徒
が
学
校

で
祈
禱
を
し
た
い
と
希
望
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
学
校
運
営
の
妨

害
を
危
惧
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
具
体
的
に
予
測
さ

れ
る
根
拠
は
存
在
し
な
い
（R

n. 44

）。

⒠　

関
係
す
る
法
益
を
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
に
お
い
て
は
、

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
祈
禱
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
信
仰
の

宣
伝
で
は
な
く
、
神
に
祈
る
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
外
面
的
に

認
識
可
能
な
信
仰
表
明
は
「
示
威
的
で
あ
る
」
と
特
徴
付
け
ら
れ

る
と
い
う
だ
け
で
も
、
こ
の
評
価
は
疑
問
で
あ
る
。「
学
校
当
局

が
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
生
徒
が
原
告
の
祈
禱
実
践
に
よ
っ
て
圧
力
が

か
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
場
合
に
お
い
て
、

少
な
く
と
も
、
教
育
上
の
努
力
で
は
足
り
な
い
と
判
断
し
た
と
き

は
、
当
局
が
見
出
し
た
示
威
的
又
は
宣
伝
的
形
式
の
祈
禱
の
危
険

に
対
処
す
る
た
め
に
、
組
織
的
予
防
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
、
当

局
に
許
さ
れ
て
い
る
。」（R

n. 39

）

⒞　
「
祈
禱
に
よ
る
基
本
法
七
条
一
項
に
基
づ
く
教
育
任
務
の

具
体
的
支
障
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
基
本
法
七
条
一
項
は
国
に

教
育
任
務
を
与
え
て
い
る
…
…
。
国
家
は
、
学
校
制
度
を
組
織
し
、

自
ら
学
校
を
設
置
す
る
の
み
な
ら
ず
、
教
育
目
標
及
び
教
育
課
程

を
確
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。」（R

n. 40

）
し
か
し
、
原
告
は
、

祈
禱
を
行
う
た
め
に
授
業
の
な
い
時
間
や
休
憩
時
間
だ
け
を
使
っ

て
い
る
の
で
、
本
件
は
、
生
徒
が
宗
教
上
の
理
由
か
ら
授
業
の
受

講
義
務
の
全
部
又
は
一
部
の
免
除
を
求
め
る
事
例
と
は
異
な
る
。

授
業
の
な
い
時
間
に
お
い
て
、
原
告
が
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
妨
げ

る
よ
う
な
比
較
的
具
体
的
な
教
育
目
標
が
追
求
さ
れ
て
い
る
こ
と

（
一
〇
七
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
三
三

は
、
信
仰
す
る
又
は
信
仰
し
な
い
内
面
的
自
由
の
み
な
ら
ず
、
信

仰
を
表
明
し
流
布
さ
せ
る
外
面
的
自
由
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
に
は
、

自
己
の
全
行
動
を
そ
の
信
仰
の
教
義
に
準
拠
さ
せ
、
そ
の
内
的
な

信
仰
上
の
確
信
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
個
人
の
権
利
も
含
ま
れ
る

…
…
。
と
く
に
、
信
仰
の
自
由
は
、
信
仰
が
命
じ
て
い
る
、
又
は
、

信
仰
が
表
現
さ
れ
て
い
る
宗
教
儀
式
上
の
行
為
に
参
加
す
る
こ
と

を
保
障
し
て
い
る
…
…
。
そ
れ
故
に
、
祈
禱
の
遂
行
も
、
基
本
法

四
条
に
よ
っ
て
原
則
的
に
保
護
さ
れ
る
宗
教
活
動
に
含
ま
れ
る
」

（R
n. 27

）。

原
告
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
校
長
が
行
政
裁
判
所
の
仮
命

令
に
対
応
し
て
自
発
的
に
原
告
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
部
屋

を
、
冬
季
に
お
い
て
も
、
比
較
的
わ
ず
か
な
日
数
し
か
利
用
し
な

か
っ
た
理
由
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
当
部
は
、
原
告
が
、「
原
告
が
祈
禱
暦
か
ら
読
み
取
っ
た
、

定
め
ら
れ
て
い
る
時
間
幅
の
中
で
」
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱

を
行
う
こ
と
が
自
ら
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と

の
前
提
か
ら
出
発
す
る
（R

n. 28

）。

イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
に
よ
る
と
正
午
の
祈
禱
を
午
後
の
祈
禱
に

よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
又
は
、
正

午
の
祈
禱
を
午
後
の
祈
禱
と
併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

信
仰
の
堅
い
生
徒
が
、
自
分
の
祈
禱
の
た
め
に
授
業
の
な
い
時
間

だ
け
を
使
う
用
意
が
あ
る
場
合
に
、
原
則
と
し
て
就
学
時
間
外
に

お
い
て
の
み
祈
禱
を
す
る
こ
と
を
、
そ
の
生
徒
に
期
待
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（R

n. 45

）。

三　

二
〇
一
〇
年
五
月
二
七
日
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
上
級
行
政
裁
判
所
判
決

㈠　

行
政
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
被
告
ベ
ル
リ
ン
州
は
、
上

級
行
政
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
一
〇

年
五
月
二
七
日
の
判
決

（
10
）

に
お
い
て
、
原
告
敗
訴
の
判
決
を
下
し

た
。
以
下
、
こ
の
判
決
の
内
容
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

㈡　

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
原
告
の
主
張
す
る
請
求
は
、

「
信
仰
及
び
信
教
の
自
由
の
基
本
権
の
保
護
範
囲
」
に
含
ま
れ
る

（R
n. 26

）
と
判
断
し
た
。
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に

説
示
す
る
。

「
基
本
法
四
条
は
、
一
項
に
お
い
て
、
信
仰
の
自
由
、
良
心
の

自
由
並
び
に
宗
教
上
及
び
世
界
観
上
の
告
白
の
自
由
を
、
二
項
に

お
い
て
、
宗
教
活
動
を
妨
げ
ら
れ
な
い
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。

基
本
法
四
条
の
二
つ
の
項
は
、
包
括
的
に
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
つ
の
統
一
的
な
基
本
権
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
基
本
権

（
一
〇
七
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
三
四

見
解
と
は
異
な
り
、
信
教
の
自
由
の
保
護
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
な

い
（R
n. 29

）。

㈢　

し
か
し
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
教
の
自
由
の

制
約
は
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
と
判
断
す
る
。

⒜　
「
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い

る
信
仰
の
自
由
は
、
た
し
か
に
留
保
な
く
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
制
限
は
憲
法
そ
れ
自
体
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
は
、
第
三
者
の
基
本
権
と
憲
法
ラ
ン

ク
の
共
同
体
価
値
で
あ
る
…
…
。
留
保
な
く
保
障
さ
れ
た
基
本
権

の
様
々
な
担
い
手
の
間
の
衝
突
、
及
び
、
こ
の
基
本
権
と
他
の
憲

法
上
保
護
さ
れ
る
利
益
と
の
衝
突
は
、
実
践
的
整
合
性
の
原
則
に

よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
践
的
整
合
性
の
原

則
は
、
対
立
す
る
法
的
地
位
の
一
つ
を
優
先
し
た
り
、
最
大
限
保

持
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
法
的
地
位
を
可
能
な
限

り
損
傷
し
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
」（R

n. 30

）。

⒝　

学
校
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
と
い
う
原
告

の
宗
教
活
動
の
自
由
は
、「
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
よ
っ

て
同
じ
よ
う
に
保
護
さ
れ
て
い
る
、
無
宗
教
の
又
は
異
な
る
宗
教

を
信
仰
す
る
女
子
生
徒
及
び
男
子
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
」

と
衝
突
す
る
。
ま
た
、
十
四
歳
未
満
の
生
徒
の
親
の
教
育
権
に
影

か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
そ
の
要
件
は
何
か
、
と

い
う
問
題
は
、
基
本
権
の
保
護
範
囲
を
規
定
す
る
に
際
し
て
重
要

で
は
な
い
。「
た
し
か
に
、
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
を
、
そ
の
人
の

主
観
的
決
定
の
み
で
、
と
く
に
保
護
さ
れ
た
信
仰
の
自
由
の
発
現

形
態
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
個
人
に
よ
っ
て
そ
の

信
仰
の
自
由
の
発
現
形
態
と
し
て
要
求
さ
れ
る
行
動
の
評
価
に
際

し
て
、
各
々
の
宗
教
団
体
の
自
己
理
解
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
が
義
務
的
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
祈
禱
時
間
の
遵
守
が
イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
典
に
従
う
と
「
強
制

的
な
も
の
」
で
あ
る
か
否
か
は
、
決
定
的
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、

被
告
の
提
出
し
た
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
鑑
定
書
に
よ
っ
て
も
、
祈
禱

時
間
の
遵
守
が
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義
と
少
な
く
と
も
「
矛
盾
し
な

い
」
こ
と
を
議
論
の
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
、
原
告
が
祈
禱
時
間
を
遵
守
す
る
こ
と
を
、
内
容
及

び
外
観
に
基
づ
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
根
拠
の
あ
る
信
仰
準
則
と

し
て
、
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
に
含
め
る
こ
と

は
十
分
に
説
得
的
で
あ
る
、
と
す
る
原
告
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
告
の
要
求
は
、
正
午
の
祈
禱
を
就

学
時
間
の
終
了
後
に
行
う
こ
と
が
原
告
の
信
仰
す
る
宗
教
の
準
則

に
よ
っ
て
原
告
に
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
告
の

（
一
〇
七
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
三
五

も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
、
宗
教

的
及
び
世
界
観
的
思
想
が
以
前
か
ら
重
要
で
あ
っ
た
。
幅
広
い
多

様
性
を
有
す
る
意
見
や
見
解
に
対
す
る
開
放
性
が
、
自
由
主
義

的
・
民
主
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
共
同
体
に
お
け
る
公
立
学
校
の

形
成
的
要
素
で
あ
る
。
学
校
は
「
宗
教
の
な
い
空
間
」
で
は
な
い

と
い
う
点
に
お
い
て
、
行
政
裁
判
所
に
同
意
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
義
務
は
、
特
定
の
宗
派
の

特
権
化
及
び
信
仰
を
異
に
す
る
人
の
排
除
を
禁
止
し
て
い
る
。
国

家
は
、
特
定
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
又
は
世
界
観
的
方
向

の
た
め
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
国

家
か
ら
発
せ
ら
れ
る
又
は
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
措

置
に
よ
っ
て
明
示
的
又
は
論
理
必
然
的
に
自
ら
を
あ
る
特
定
の
信

仰
又
は
あ
る
特
定
の
世
界
観
と
同
一
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会

に
お
け
る
宗
教
的
平
和
を
自
ら
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
原
則
は
、
国
家
に
、
宗
教
団
体
の

信
仰
及
び
教
義
を
そ
れ
自
体
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

こ
の
義
務
が
厳
格
に
遵
守
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
義
務
は
、
要
求
で

き
な
い
ほ
ど
の
信
仰
及
び
良
心
の
葛
藤
が
生
じ
な
い
こ
と
を
確
保

す
る
（R

n. 31

）。

⒞　

関
係
す
る
基
本
権
及
び
憲
法
法
益
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に

響
を
与
え
て
い
る
。
基
本
法
六
条
二
項
一
文
は
、
親
に
、
そ
の
子

の
育
成
及
び
教
育
を
自
然
的
権
利
と
し
て
保
障
し
、
基
本
法
四
条

一
項
と
併
せ
て
、
宗
教
及
び
世
界
観
に
関
し
て
子
ど
も
を
教
育
す

る
権
利
も
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
故
、
信
仰
及
び
世
界
観
の
問
題
に

お
い
て
、
親
が
正
し
い
と
判
断
し
た
確
信
を
そ
の
子
ど
も
に
伝
え

る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
親
が
行
う
べ
き
事
項
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
応
す
る
の
が
、
親
に
は
誤
り
又
は
有
害
と
思
え
る
信
仰
上

の
確
信
を
子
ど
も
に
触
れ
さ
せ
な
い
よ
う
す
る
権
利
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
原
告
の
求
め
る
信
教
の
自
由
の
実
現
は
、
基
本
法
七
条
一

項
か
ら
導
出
さ
れ
る
国
の
教
育
任
務
と
衝
突
す
る
。
こ
の
任
務
は

学
校
平
和
を
保
障
す
る
こ
と
を
含
む
。
最
後
に
、
学
校
に
お
け
る

原
告
の
宗
教
活
動
は
、
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
要

請
に
抵
触
す
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
要
請
は
、
国
家
と
教
会
の
厳

格
な
分
離
と
い
う
意
味
に
お
い
て
距
離
を
お
く
態
度
で
は
な
く
、

信
仰
の
自
由
を
す
べ
て
の
宗
派
の
た
め
に
等
し
く
促
進
す
る
、
開

か
れ
た
か
つ
包
括
的
態
度
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
基
本
法
四
条
一

項
及
び
二
項
は
、
積
極
的
意
味
に
お
い
て
、
信
仰
上
の
確
信
の
積

極
的
実
行
及
び
世
界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
お
け
る
自
律
的
人
格

の
実
現
の
た
め
の
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
命
じ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
と
く
に
、
国
家
が
配
慮
し
て
い
る
義
務
教
育
の
領
域
に

（
一
〇
七
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
三
六

は
、
未
成
年
の
生
徒
が
精
神
的
・
道
徳
的
発
展
過
程
に
あ
り
、
そ

の
人
格
の
発
展
は
ま
だ
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
方
に
お
い
て
、
宗
教
上
の
影

響
を
受
け
易
い
こ
と
、
と
く
に
同
年
齢
の
人
か
ら
は
そ
う
で
あ
る

こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
未
だ
成
長
の
途
上
に
あ

る
若
い
人
の
場
合
、
必
要
な
尊
重
と
寛
容
を
も
っ
て
宗
教
的
儀
式

の
実
践
に
接
す
る
能
力
と
用
意
は
、
経
験
則
上
、
し
ば
し
ば
十
分

に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
（R

n. 34

）。

被
告
は
、
Ｄ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
紛
争
の
潜
在
的
可
能
性

が
理
論
的
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
に
学
校
平
和
の

危
険
を
招
来
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
、
一
連
の
例
を
挙
げ
て
立
証
し

た
。
例
え
ば
、
生
徒
が
、
コ
ー
ラ
ン
の
一
定
の
解
釈
か
ら
生
じ
る

行
為
準
則
（
例
え
ば
、
ス
カ
ー
フ
の
着
用
、
断
食
、
祈
禱
の
遂
行
、

豚
肉
の
飲
食
禁
止
、
反
道
徳
的
な
行
動
や
服
装
を
し
な
い
こ
と
、

不
純
な
女
子
生
徒
の
付
き
合
わ
な
い
こ
と
）
に
従
わ
な
い
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
紛
争
の
一
部
は
非
常

に
激
し
い
も
の
で
あ
り
、
受
け
入
れ
難
い
方
法
で
決
着
が
付
い
て

い
る
。
例
え
ば
、
い
じ
め
、
と
く
に
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
傾
向
を
有

す
る
侮
辱
、
脅
迫
、
女
性
蔑
視
に
よ
る
差
別
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
断
食
の
最
中
に
自
己
規
制
を
し
て
い
る
生
徒
が
、
例
え

調
整
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
学
校
は
、
様
々
な
宗
教
上
の
見
解
が

不
可
避
的
に
出
会
い
、
こ
の
併
存
が
と
く
に
敏
感
に
影
響
を
及
ぼ

す
場
所
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
の
生
徒
の
出
身
国
は
二
九
ヵ
国
に
及
び
、
生
徒
が
信
仰
す

る
宗
教
も
世
界
の
主
要
な
宗
教
の
す
べ
て
を
含
ん
で
お
り
、
イ
ス

ラ
ム
教
に
お
い
て
は
三
つ
の
宗
派
を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は

五
つ
の
宗
派
を
含
ん
で
い
る
（R

n. 32

）。

「
こ
の
種
の
『
多
元
的
な
』、
さ
ら
に
は
無
神
論
者
も
含
む
生
徒

集
団
に
お
い
て
、
そ
の
時
々
の
宗
教
活
動
を
求
め
る
す
べ
て
の
要

求
に
応
え
、
さ
ら
に
、
宗
教
の
異
な
る
人
や
無
宗
教
の
人
の
消
極

的
信
教
の
自
由
を
同
じ
程
度
で
相
応
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、
不
可

能
で
あ
る
。
個
人
は
、
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活
動
の
余
地
を

与
え
る
社
会
に
お
い
て
、
他
者
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行

為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
有
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
が
…
…
、
学
校
に
お
い
て
は
多
数
の
生
徒
が
強

制
的
に
相
対
的
に
狭
い
空
間
に
滞
在
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
回
避
可

能
性
は
必
然
的
に
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」（R

n. 33

）

同
時
に
、
当
該
学
校
に
お
け
る
際
立
っ
た
宗
教
的
雑
多
性
は
、

比
較
的
大
き
な
潜
在
的
紛
争
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
際
に

（
一
〇
七
四
）
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式
の
遂
行
を
許
容
し
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
存
在
感
を
増
す
場
合
に
、

い
ず
れ
に
せ
よ
存
在
す
る
紛
争
状
況
が
激
化
す
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
（R

n. 35

）。

た
し
か
に
、
第
三
者
の
妨
害
行
為
は
宗
教
活
動
の
制
限
を
容
易

に
は
正
当
化
し
な
い
。
何
故
な
ら
、
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項

は
、
防
御
権
の
古
典
的
作
用
に
限
定
さ
れ
ず
、
国
家
に
対
し
て
、

個
人
及
び
宗
教
団
体
を
異
な
る
方
向
の
信
仰
又
は
競
合
す
る
宗
教

集
団
の
信
者
の
攻
撃
又
は
妨
害
か
ら
保
護
す
る
義
務
を
課
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
常
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な

基
本
権
保
護
義
務
か
ら
特
定
の
行
為
基
準
は
導
出
さ
れ
な
い
。
む

し
ろ
、
権
限
を
有
す
る
国
家
機
関
、
と
く
に
立
法
者
が
、
保
護
義

務
を
ど
の
よ
う
に
遂
行
す
る
か
に
つ
い
て
自
己
の
責
任
で
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
コ
ン
セ
プ
ト
を
立
て
、
規
範
的
に
置

換
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
立
法
者
が
行
う
べ
き
事
項
で
あ

る
。
そ
の
際
に
、
立
法
者
は
評
価
・
形
成
の
余
地
を
有
す
る
。
保

護
義
務
違
反
が
認
定
で
き
る
の
は
、
保
護
措
置
が
そ
も
そ
も
講
じ

ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
講
じ
ら
れ
た
規
制
及
び
措
置
が
、
必
要
な

保
護
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
明
ら
か
に
適
合
的
で
な
い
か
、
若

し
く
は
完
全
に
不
十
分
で
あ
る
場
合
、
又
は
、
規
制
及
び
措
置
が

保
護
目
標
を
著
し
く
下
回
る
場
合
で
あ
る
（R

n. 36

）。

ば
、
ラ
マ
ダ
ン
の
最
中
に
学
校
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
棒
状
の

ミ
ュ
ー
ス
リ
を
購
入
し
た
生
徒
を
「
劣
等
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
で

あ
る
と
非
難
し
た
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
あ
る

宗
教
団
体
に
所
属
し
、
そ
の
故
に
ス
カ
ー
フ
を
着
用
し
な
い
生
徒

や
、
宗
教
団
体
に
所
属
し
な
い
と
表
明
し
て
い
る
生
徒
が
罵
倒
さ

れ
た
り
、
野
卑
な
言
葉
で
挑
発
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
加
え
て
、

あ
る
生
徒
は
、
他
の
生
徒
か
ら
、
許
さ
れ
な
い
と
決
め
つ
け
ら
れ

た
仕
方
で
化
粧
し
た
少
女
と
の
付
き
合
い
を
断
つ
よ
う
に
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
考
え
が
蔓
延
し
、
そ
の
結
果
、

ユ
ダ
ヤ
人
の
生
徒
の
一
部
は
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

せ
ず
、
又
は
学
校
を
去
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
又
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
し
ば
し
ば
汚
損
さ
れ
、
又
は
他
の
方

法
で
侮
辱
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
移
民
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
生
徒
が
、
ド
イ
ツ
人
生
徒
か
ら
、
軟
弱
で
、
抑
圧
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
存
在
と
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、「
豚
肉
を
食
う

家
畜
」、「
く
そ
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
っ
た
罵
言
に
よ
っ
て
貶
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
が
、
関
係
す
る
生
徒
を
対
話
の
た
め

に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
も
、
紛
争
を
引
き
起
こ
す
生
徒

は
、
通
常
の
場
合
、
コ
ー
ラ
ン
が
自
己
の
行
動
を
正
当
化
し
て
い

る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
学
校
の
敷
地
で
宗
教
上
の
儀

（
一
〇
七
五
）
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な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
と
、
儀
式
的
祈

禱
は
、
集
団
で
行
わ
れ
る
様
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
祈
禱

者
の
一
人
が
イ
マ
ー
ム
に
指
名
さ
れ
る
。
共
同
の
祈
禱
は
高
い
価

値
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
原
告
が
他
の
七
人
の
生
徒
と
一
緒
に
祈
禱

を
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
若
者
の
集
団
力
学
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
礎
と
し
て
考
え
る
と
、
祈
禱
の
集
団
的
遂
行
の

局
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
、
生
徒
が
影
響
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
生
徒
集
団
に
属
す
る
場
合
に
祈
禱

の
集
団
的
行
使
に
も
参
加
す
る
と
い
う
結
果
と
な
る
。
さ
ら
に
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
、
信
仰
の
堅
い
わ
け

で
は
な
い
イ
ス
ラ
ム
教
の
生
徒
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

「
宣
伝
の
性
格
」
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
（R

n. 39

）。

⒟　
「
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
か
ら
し
て
、
Ｄ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

の
学
校
当
局
が
、
行
政
裁
判
所
の
仮
命
令
に
対
応
し
て
、
儀
式
的

な
正
午
の
祈
禱
の
遂
行
の
た
め
に
遮
断
さ
れ
た
部
屋
を
原
告
に
利

用
さ
せ
る
こ
と
を
、
行
政
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
補
助
的
措
置
を

講
じ
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
定
し

た
こ
と
は
説
得
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
原
告

の
宗
教
儀
式
的
行
為
は
そ
の
同
級
生
の
視
野
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
結
果
、
原
告
自
身
も
祈
禱
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
侵

学
校
法
は
、
紛
争
の
潜
在
的
可
能
性
に
「
教
育
的
手
段
で
」
対

処
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
お
り
、
考
え
方
の
異
な

る
人
と
の
寛
容
な
付
き
合
い
を
教
育
に
よ
っ
て
訓
練
す
る
こ
と
は
、

ま
さ
に
学
校
の
任
務
で
あ
る
（R

n. 37

）。
こ
の
こ
と
は
、
増
大

す
る
宗
教
的
多
様
性
を
学
校
に
お
い
て
受
け
入
れ
、
相
互
の
寛
容

を
習
得
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供

す
る
。
し
か
し
、
宗
教
的
な
動
機
に
よ
る
干
渉
、
侮
辱
及
び
排
除

と
い
っ
た
被
告
の
挙
げ
た
事
例
は
、
教
育
的
手
段
だ
け
で
は
、
予

測
さ
れ
る
重
大
な
紛
争
に
十
分
に
対
処
し
、
授
業
及
び
教
育
任
務

の
遂
行
に
不
可
欠
な
学
校
平
和
を
維
持
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い

こ
と
を
印
象
深
く
示
し
て
い
る
（R

n. 38
）。

さ
ら
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱
の
遂
行
は
他
の
女
子
生

徒
及
び
男
子
生
徒
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム

教
の
儀
式
的
義
務
祈
禱
は
、
ア
ラ
ー
へ
の
祈
り
と
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
「
黙
禱
」
と
し
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
に
対
し
て
、
儀
式
的
祈
禱
は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
て
い
る
第

三
者
に
と
っ
て
容
易
に
知
覚
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
祈
禱
者

は
、
標
識
を
付
け
た
り
、
祈
禱
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
広
げ
た
り
す
る

な
ど
し
て
、
祈
禱
の
場
所
を
世
俗
か
ら
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
さ
ら
に
、
特
定
の
姿
勢
を
と
り
、
聖
典
を
朗
読
し
な
け
れ
ば

（
一
〇
七
六
）
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個
人
又
は
宗
教
団
体
の
た
め
に
、
人
格
を
世
界
観
的
・
宗
教
的
領

域
に
お
い
て
発
展
さ
せ
る
活
動
空
間
を
確
保
す
る
義
務
を
国
に
課

し
て
い
る
。
し
か
し
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、
個
人
又
は
宗
教
団

体
に
対
し
て
、
そ
の
信
仰
上
の
確
信
を
国
の
支
援
に
よ
っ
て
表
現

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
求
権
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
」（R

n. 
40

）。⒠　
「
さ
ら
に
、
被
告
に
は
、
異
な
る
傾
向
の
宗
教
又
は
信
仰

を
有
す
る
女
子
生
徒
及
び
男
子
生
徒
に
も
、
そ
の
宗
教
を
実
践
す

る
た
め
の
し
か
る
べ
き
支
援
を
与
え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
付
け
加
わ
る
。
国
は
、
様
々
な
宗
教
団
体
及
び
世
界

観
団
体
を
平
等
原
則
に
依
拠
し
て
取
り
扱
う
よ
う
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
国
自
ら
は
宗
教
問
題
に
お
い
て
中
立
性
を
保
つ
場

合
に
の
み
、
様
々
な
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
対
立
し
て
い
る
宗
教
的
及

び
世
界
観
的
確
信
の
平
和
的
共
存
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る

…
…
。
Ｄ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
原
告
だ
け
が

学
校
の
敷
地
に
お
い
て
儀
式
的
な
宗
教
行
為
を
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
の
論
証
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
反
論
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
原
告
に
与
え
た
対
応
措
置
は
類
似
の

利
害
状
況
に
お
い
て
は
他
の
生
徒
に
も
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
被
告
に
賛
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

害
か
ら
保
護
さ
れ
、
か
つ
、
こ
れ
と
同
時
に
、
た
と
え
説
明
し
た

集
団
力
学
的
な
プ
ロ
セ
ス
は
阻
止
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
他
の
同

級
生
に
対
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
影
響
力
行
使
の
可

能
性
も
阻
止
さ
れ
、
又
は
少
な
く
と
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
た
め
の
部

屋
の
準
備
の
よ
う
な
学
校
平
和
の
維
持
に
役
立
つ
学
校
組
織
上
の

措
置
と
こ
の
祈
禱
を
可
能
に
す
る
こ
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
切
り
離

せ
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
原
告
が
行
お

う
と
し
て
い
る
宗
教
的
活
動
は
、
不
可
避
的
に
、
学
校
当
局
の
学

校
組
織
上
の
補
助
的
措
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
原
告
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
信
教
の
自
由
の
制
約
を
防
御

す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
不
可
避
的
に
こ
れ
と
同
時
に
、
被
告
に

設
備
上
・
組
織
上
の
給
付
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

帰
結
す
る
が
、
設
備
上
・
組
織
上
の
給
付
は
、
教
育
的
手
段
の
使

用
と
い
う
構
想
を
基
礎
と
し
て
い
る
学
校
法
の
法
律
上
の
規
定
に

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
信
教
の
自
由
に
有
利
に
働
く
憲
法
上
の
保

護
義
務
を
直
接
的
に
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

し
か
に
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、
…
…
国
家
が
個
人
又
は
宗
教
団

体
の
信
仰
上
の
確
信
、
行
為
及
び
表
現
に
干
渉
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、

（
一
〇
七
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
四
〇

自
由
も
、
原
告
の
信
教
の
自
由
と
同
じ
よ
う
に
、
憲
法
ラ
ン
ク
を

有
す
る
」。
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
学
校
平
和
の
妨

害
の
「
抽
象
的
な
」
危
険
で
は
な
く
、
被
告
が
例
を
挙
げ
て
述
べ

て
い
る
出
来
事
に
か
ん
が
み
る
と
、「
十
分
に
具
体
的
な
」
危
険

で
あ
る
（R

n. 42

）。

「
原
告
の
負
担
と
な
る
基
本
権
制
約
の
強
度
は
限
定
的
で
あ
る
。

被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
│
異
な
る
傾
向
の
宗
教
又
は
信
仰
を

有
す
る
他
の
生
徒
も
そ
う
で
あ
る
が
│
学
校
の
敷
地
に
お
い
て
授

業
の
な
い
時
間
に
『
黙
』
禱
を
行
う
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
学
校

の
敷
地
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
な
正
午
の
祈
禱
を
行
う
こ
と
の

禁
止
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
解
消
で
き
な
い
信
仰
の
葛
藤
を
招
来

す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
提
出
さ
れ
た
専
門
家
の
鑑
定

は
、
二
つ
と
も
、
核
心
に
お
い
て
、
正
午
の
祈
禱
は
、
信
者
が
自

ら
の
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
適
時
に
行

う
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
時
間

が
経
過
し
た
後
に
埋
め
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
午
後
の
祈
禱

と
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
一
学
年
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
儀

式
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
の
正
午
の
祈
禱
を
日
々
の
就
学
時
間
の
後
に

学
校
外
で
行
う
│
原
告
に
よ
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
る
│
可
能
性
が

祈
禱
室
の
設
置
を
求
め
る
申
立
て
が
あ
る
こ
と
（
被
告
に
よ
る
と
、

Ｄ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
だ
け
で
五
件
。）
は
、
こ
の
こ
と
が
た
ん
に
理

論
上
の
考
察
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
数
の
宗
派
が
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、

学
校
の
限
ら
れ
た
人
的
及
び
物
的
資
源
に
か
ん
が
み
る
と
、
原
告

に
与
え
た
対
応
措
置
を
類
似
の
利
害
状
況
に
お
い
て
他
の
生
徒
に

も
与
え
る
こ
と
が
組
織
的
可
能
性
の
限
界
を
超
え
て
い
る
こ
と
は
、

被
告
が
説
得
的
に
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
過
去

に
一
度
設
置
さ
れ
た
「
共
同
」
祈
禱
室
は
、
ス
カ
ー
フ
を
着
用
し

て
い
る
生
徒
と
そ
う
で
は
な
い
生
徒
と
の
間
で
口
論
が
発
生
し
た

り
、
男
子
生
徒
が
女
子
生
徒
と
一
緒
に
祈
禱
す
る
こ
と
を
拒
否
し

た
り
し
た
た
め
に
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
き
め
細
か
な
空
間
的
仕
切
り
を
す
る
た
め
の
広
範
囲
な
対
策

措
置
を
講
じ
、
そ
れ
が
支
障
な
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
監
視
員
に

よ
っ
て
保
障
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
（R

n. 41

）。

⒡　
「
学
校
平
和
の
た
め
に
行
わ
れ
る
原
告
の
信
教
の
自
由
の

制
約
は
、
原
告
を
過
度
に
害
す
る
も
の
で
は
な
い
。
学
校
平
和
を

維
持
す
る
場
合
に
の
み
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
国
の
授
業
及
び

教
育
任
務
も
、
ま
た
、
国
の
世
界
観
的
中
立
義
務
や
宗
教
を
異
に

す
る
又
は
無
宗
教
の
女
子
生
徒
及
び
男
子
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の

（
一
〇
七
八
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
四
一

う
こ
と
が
「
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
信
仰
の
自
由
の
保
護
範
囲
」

（R
n. 17

）
に
含
ま
れ
る
と
説
示
す
る
。

「
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
は
、
包
括
的
に
解
釈
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
基
本
権
で
あ
る
信
仰
の
自
由
を
含
ん
で
い

る
…
…
。
こ
の
基
本
権
は
、
信
仰
す
る
又
は
信
仰
し
な
い
内
面
的

自
由
の
み
な
ら
ず
、
信
仰
を
表
明
し
流
布
さ
せ
る
外
面
的
自
由
に

も
関
係
し
て
い
る
…
…
。
信
仰
の
自
由
に
含
ま
れ
る
宗
教
活
動
の

権
利
は
、
広
く
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
祈
禱
の

よ
う
に
、
あ
る
信
仰
が
命
じ
て
い
る
、
又
は
、
信
仰
が
表
現
さ
れ

て
い
る
宗
教
儀
式
上
の
行
為
に
も
及
ぶ
…
…
。
た
し
か
に
、
人
の

あ
ら
ゆ
る
行
動
を
、
そ
の
人
の
主
観
的
な
決
定
に
基
づ
い
て
、
特

別
に
保
護
さ
れ
て
い
る
信
仰
の
自
由
の
発
現
形
態
で
あ
る
と
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。」
む
し
ろ
、
個
人
が
、
あ
る
行
動
を
自
己
の

信
仰
の
自
由
の
発
現
形
態
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
き
は
、
評
価
に

際
し
て
、
各
々
の
宗
教
団
体
の
自
己
理
解
を
考
慮
し
な
い
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
当
該
行
動
を
、
各
々
の
宗
教
団

体
の
信
仰
準
則
で
あ
る
意
味
内
容
と
外
形
に
照
ら
し
て
、
基
本
法

四
条
一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
に
含
め
る
こ
と
が
十
分
に
説
得

的
か
ど
う
か
で
あ
る
（R

n. 18

）。

こ
れ
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
と
、
原
告
に
よ
る
祈
禱
の
遂
行
は

原
告
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
後
に
残
さ
れ
て
い
る
制
限
に
比
し
て
、
儀
式
的
祈
禱
の
許
可
と

結
び
付
い
た
組
織
上
の
効
果
は
、
と
り
わ
け
、
他
の
生
徒
と
の
関

係
で
被
告
の
平
等
取
扱
義
務
が
原
則
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
は
る
か
に
重
大
で
あ
る
。」（R

n. 43

）

「
こ
の
こ
と
か
ら
、
信
教
の
自
由
の
憲
法
内
在
的
制
限
は
主
張

さ
れ
た
要
求
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
は
、
列
挙
し
た
諸

理
由
か
ら
、
原
告
が
学
校
の
敷
地
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
な
正

午
の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
正
当
な
根
拠
が
あ
る
こ
と
が

帰
結
さ
れ
る
。」（R

n. 44

）

四　

二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

㈠　

上
級
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
対
し
て
、
原
告
は
上
告
し
た
。

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
三
〇
日
の
判
決

（
11
）

に
お

い
て
、
上
告
を
斥
け
た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
上
級
行
政
裁
判

所
の
判
決
を
結
論
に
お
い
て
支
持
し
た
が
、
そ
の
理
由
付
け
は
重

要
な
部
分
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
連
邦
行
政
裁
判
所

の
判
決
を
多
少
と
も
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

㈡　

ま
ず
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
一
日
一
回
、
授
業
と
授
業

の
間
の
休
憩
時
間
に
、
校
舎
の
廊
下
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行

（
一
〇
七
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
四
二

仰
の
自
由
は
、
実
際
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
限
り
、

市
民
に
保
障
さ
れ
る
。
集
団
的
に
行
使
さ
れ
る
集
会
の
自
由
と
は

異
な
り
、
個
人
の
権
利
で
あ
る
信
仰
の
自
由
の
行
使
は
、
通
常
の

場
合
、
類
型
的
に
迷
惑
を
伴
う
よ
う
な
特
別
に
空
間
を
占
拠
す
る

必
要
を
含
ま
な
い
。
信
仰
の
自
由
は
、
個
人
の
権
利
と
し
て
、
原

則
か
ら
す
る
と
、
あ
る
人
が
そ
の
時
々
に
い
る
場
所
で
あ
れ
ば
、

ど
こ
で
も
市
民
に
帰
属
す
る
」（R

n. 23

）。

こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
学
校
に
お
い
て
自
己
の
宗
教
が

命
じ
て
い
る
祈
禱
を
行
お
う
と
す
る
生
徒
に
も
当
て
は
ま
る
。
基

本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
は
、
信
仰
上
の
確
信
を
積
極
的
に
実
行

し
、
世
界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
お
け
る
自
律
的
な
人
格
を
実
現

す
る
た
め
の
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
国
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る
学
校
領
域
に
と
く
に
当
て
は
ま
る
。

生
徒
は
、
そ
の
人
格
権
を
学
校
に
持
ち
込
む
と
同
時
に
、
学
校
と

授
業
進
行
に
拘
束
さ
れ
る
。
生
徒
は
、
授
業
時
間
と
授
業
時
間
の

間
の
休
憩
時
間
中
で
あ
っ
て
も
、
簡
単
に
は
学
校
を
出
ら
れ
な
い
。

生
徒
に
も
学
校
か
ら
出
る
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
。
生
徒
は
、
休
憩
時
間
中
も
規
則
に
従
っ
て
学
校
に
と
ど
ま

り
、
│
後
に
さ
ら
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
約
は
留
保
さ
れ

る
が
│
学
校
に
お
い
て
自
己
の
個
人
的
好
み
や
必
要
に
応
じ
て
行

基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
（R

n. 19

）。

基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
は
、
原
告
が
祈
禱
を

行
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
「
場
所
の
自
由
な
選
択
」
も
含
ん
で
い

る
（R

n. 20
）。
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
た
め
に
、
原
告
は
、
空
間

を
、
具
体
的
に
は
校
舎
の
廊
下
の
一
部
を
必
要
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
廊
下
の
利
用
は
、
原
告
の
決
定
権
に
服
し
て
い
な
い
。
む

し
ろ
、
廊
下
の
利
用
は
学
校
当
局
の
決
定
権
に
服
し
て
お
り
、
廊

下
は
、
通
行
場
所
、
つ
ま
り
、
教
室
、
科
目
別
教
室
、
教
員
室
、

ト
イ
レ
、
出
口
に
通
じ
る
通
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（R

n. 
21

）。基
本
法
八
条
一
項
に
基
づ
く
集
会
の
自
由
に
お
い
て
は
、
集
会

の
場
所
と
時
間
に
関
す
る
決
定
は
自
由
で
あ
る
が
、
こ
の
決
定
は

集
会
場
所
の
法
的
使
用
権
限
を
前
提
と
し
て
お
り
、
場
所
を
自
由

に
選
択
す
る
権
利
は
、
他
人
の
財
産
を
自
由
に
使
用
す
る
権
利
を

含
ま
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
設
置
管
理
者
の
意
思
に
従
っ
て
限
定

さ
れ
た
目
的
規
定
の
枠
内
に
お
い
て
の
み
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る

土
地
に
も
当
て
は
ま
る
（R

n. 22

）。

し
か
し
、
信
仰
の
自
由
の
行
使
は
、
集
会
の
自
由
と
は
異
な
る
。

「
た
し
か
に
、
信
仰
の
自
由
も
、
個
人
に
対
し
て
、
い
つ
も
は
通

行
が
許
さ
れ
な
い
空
間
に
立
ち
入
る
請
求
権
を
付
与
し
な
い
。
信

（
一
〇
八
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
四
三

つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
い
る
。
結
論
と
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判

所
は
、「
学
校
平
和
」
は
憲
法
ラ
ン
ク
を
有
す
る
共
同
体
価
値
の

一
部
で
あ
っ
て
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
は
学
校
平
和
を
保
護
す
る

た
め
に
制
約
さ
れ
る
と
判
断
し
た
（R

n. 27

）。

⒜　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
他
の
生
徒
及
び
教
員
の
消

極
的
信
仰
の
自
由
に
よ
っ
て
、
自
己
の
信
仰
を
表
明
す
る
原
告
の

権
利
は
制
約
さ
れ
な
い
と
説
示
す
る
。

「
基
本
法
四
条
一
項
に
お
い
て
保
護
さ
れ
て
い
る
信
仰
の
自
由

は
、
宗
教
上
及
び
世
界
観
上
の
確
信
を
形
成
し
持
つ
自
由
、
並
び

に
、
こ
の
確
信
を
告
白
し
流
布
さ
せ
る
自
由
に
加
え
て
、
消
極
的

信
仰
の
自
由
、
つ
ま
り
、
宗
教
上
若
し
く
は
世
界
観
上
の
確
信
を

持
た
な
い
自
由
、
又
は
こ
の
よ
う
な
確
信
を
否
定
す
る
自
由
も
含

ん
で
い
る
…
…
。」
共
に
し
な
い
信
仰
の
宗
教
儀
式
上
の
行
為
に

参
加
し
な
い
自
由
も
保
障
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
信
仰
や

宗
教
が
現
れ
る
儀
式
や
シ
ン
ボ
ル
に
も
及
ぶ
（R

n. 28

）。

し
か
し
な
が
ら
、
生
徒
が
校
舎
の
廊
下
で
祈
禱
を
行
っ
て
い
る

原
告
に
出
会
っ
た
と
し
て
も
、
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
制

約
さ
れ
て
い
な
い
（R

n. 29

）。

「
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
、
国
家
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る

防
御
権
で
あ
る
。
国
は
、
個
人
が
回
避
可
能
性
な
く
あ
る
特
定
の

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
学
校
へ
の
こ
の
よ
う
な

拘
束
性
に
か
ん
が
み
る
と
、
生
徒
が
祈
禱
の
時
間
及
び
場
所
を
選

択
す
る
こ
と
を
、
学
校
当
局
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
空
間
を
も
っ

ぱ
ら
他
の
目
的
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
の
指
摘

に
よ
っ
て
始
め
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
信
仰
の
自
由

の
保
護
範
囲
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
事
実
上
利
用

に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
へ
の
立
ち
入
り
を
含
ん
で
い
る
（R

n. 
24

）。㈢　

つ
ぎ
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
信
仰
の
自
由
に
対
す
る

制
約
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例

（
12
）

を
引

用
し
つ
つ
、「
基
本
法
四
条
一
項
及
び
四
条
二
項
に
お
い
て
定
め

ら
れ
て
い
る
信
仰
の
自
由
は
、
留
保
な
く
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
故
、
制
限
は
、
憲
法
そ
れ
自
体
か
ら
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
に
含
ま
れ
る
の
は
、
第
三
者
の
基
本
権
及
び
憲
法

ラ
ン
ク
の
共
同
体
価
値
で
あ
る
。」（R

n. 26

）
と
の
解
釈
を
確
認

す
る
。
そ
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
①
他
の
生
徒
及
び
教
員

の
消
極
的
信
仰
の
自
由
、
②
親
の
教
育
権
、
③
国
の
宗
教
的
中
立

性
の
要
請
、
及
び
④
学
校
平
和
の
保
護
に
よ
っ
て
自
己
の
信
仰
を

表
明
す
る
原
告
の
権
利
を
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に

（
一
〇
八
一
）
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二
四
四

に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
保
障
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
徒
の
信
仰
表
明
は
、
国
が
命
じ
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
責
任
を
国
に
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国

の
責
任
は
、
様
々
な
宗
派
や
信
仰
上
の
立
場
を
有
す
る
生
徒
を
一

つ
の
学
校
に
お
い
て
共
存
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
生
徒
の
消
極
的

信
仰
の
自
由
に
対
す
る
国
の
保
護
義
務
は
、
学
校
平
和
を
維
持
す

る
、
つ
ま
り
、
国
の
教
育
任
務
の
実
現
及
び
秩
序
正
し
い
授
業
進

行
の
妨
げ
と
な
る
紛
争
を
│
た
と
え
宗
教
的
な
紛
争
で
あ
っ
た
と

し
て
も
│
許
さ
な
い
と
い
う
国
の
任
務
と
か
な
り
の
程
度
ま
で
重

な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
国
の
保
護
義
務
は
、
生
徒
が
、
又
は

教
員
も
、
自
分
と
は
異
な
る
、
共
に
し
て
い
な
い
信
仰
の
表
明
に

全
く
出
会
わ
な
い
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
ま
で
は
及
ば
な
い
。」
生
徒
及
び
教
員
は
、
祈
禱
を
行
っ

て
い
る
原
告
に
不
可
避
的
に
対
面
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、

祈
禱
す
る
原
告
に
出
会
う
場
合
に
別
の
道
を
行
く
こ
と
も
で
き
る
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
学
校
に
お
い
て
は
回
避
可
能
性
は
限
定
的

で
あ
る
と
認
定
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
、

回
避
可
能
性
が
実
際
に
存
在
す
る
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、

原
告
と
の
出
会
い
は
、
む
し
ろ
逃
げ
ら
れ
る
遭
遇
に
限
定
さ
れ
、

他
の
生
徒
及
び
教
員
は
、
自
己
の
信
仰
と
異
な
る
、
認
め
て
い
な

信
仰
の
影
響
、
あ
る
特
定
の
信
仰
が
現
わ
れ
て
い
る
行
為
、
及
び
、

あ
る
特
定
の
信
仰
が
示
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
さ
ら
さ
れ
る
状

況
を
創
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
基
本
法
四
条

一
項
及
び
二
項
は
、
ま
さ
に
、
社
会
の
自
己
組
織
化
に
委
ね
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
国
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る
領
域
に
お

い
て
、
自
由
を
確
保
す
る
効
果
を
発
揮
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

学
校
に
当
て
は
ま
る
…
…
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
消

極
的
信
仰
の
自
由
は
、
国
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
。
国
に
禁

止
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
、
国
が
教
室
に
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
を
設

置
し
、
又
は
、
教
員
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
宗
教
的
確

信
を
授
業
に
持
ち
込
む
よ
う
な
外
形
に
教
員
を
さ
せ
て
生
徒
に
向

き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
強
制
的
に

他
者
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル

に
対
面
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
生
徒
が
、
学
校

に
お
い
て
、
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
の
着
用
又
は
宗
教
儀
式
上
の
行
為

に
よ
っ
て
自
己
の
信
仰
の
自
由
を
行
使
す
る
場
合
、
せ
い
ぜ
い
の

と
こ
ろ
、
他
の
生
徒
に
対
す
る
国
の
保
護
義
務
が
関
係
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
学
校
と
い
う
国
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る
領
域
に
お

い
て
、
国
は
、
個
人
が
、
国
の
責
任
に
よ
っ
て
、
そ
の
消
極
的
信

教
の
自
由
を
侵
害
し
得
る
よ
う
な
私
的
な
第
三
者
の
宗
教
的
表
明

（
一
〇
八
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
四
五

を
上
回
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
教
育
権
は
、
そ
の
子
ど
も

を
第
三
者
の
宗
教
的
行
為
と
の
あ
ら
ゆ
る
出
会
い
か
ら
保
護
す
る

権
限
を
親
に
与
え
て
い
な
い
。
教
育
権
も
、
同
じ
よ
う
に
、
国
家

に
向
け
ら
れ
た
基
本
権
で
あ
り
、
子
ど
も
が
、
国
の
責
任
に
よ
っ

て
、
逃
げ
道
も
な
く
こ
の
よ
う
な
行
為
に
さ
ら
さ
れ
た
場
合
に
限

り
、
関
係
し
得
る
の
で
あ
る
。」
本
件
は
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で

は
な
い
（R

n. 33

）。

⒞　

さ
ら
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
は

「
国
の
宗
教
的
中
立
性
の
憲
法
上
の
要
請
」
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ

ず
、
学
校
当
局
は
、
こ
の
要
請
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
校

内
に
お
け
る
祈
禱
の
遂
行
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（R

n. 
34

）
と
の
判
断
を
示
し
た
。

「
基
本
法
は
、
す
べ
て
の
国
家
市
民
の
安
住
地
（H

eim
statt

）

で
あ
る
国
家
に
対
し
て
、
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
の
義
務
を

設
け
て
い
る
。
基
本
法
は
、
国
教
会
の
法
形
式
の
導
入
を
禁
止
し
、

特
定
の
宗
派
の
特
権
化
及
び
信
仰
を
異
に
す
る
人
の
排
除
を
禁
じ

て
い
る
。
国
家
は
、
平
等
原
則
に
基
づ
い
て
様
々
な
宗
教
団
体
及

び
世
界
観
団
体
を
取
り
扱
う
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
家
は
、
自
己
を
あ
る
特
定
の
宗
教
団
体
と
同
一
視
し
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
家
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
宗
教
的
・
世

い
信
仰
の
影
響
に
、
彼
ら
に
期
待
で
き
な
い
仕
方
で
さ
ら
さ
れ
て

い
な
い
。
個
人
は
、
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活
動
の
余
地
を
与

え
る
社
会
に
お
い
て
、
他
人
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為

及
び
宗
教
上
の
シ
ン
ボ
ル
に
完
全
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を

有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
学
校
の
生
活
領
域
に
も

当
て
は
ま
る
（R

n. 30
）。

⒝　

つ
ぎ
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
は

他
の
生
徒
の
親
の
教
育
権
に
よ
っ
て
も
制
約
さ
れ
な
い
（R

n. 
31

）
と
説
示
し
た
。

「
基
本
法
六
条
二
項
一
文
は
、
親
に
対
し
て
、
自
然
の
権
利
と

し
て
、
子
ど
も
の
育
成
及
び
教
育
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
こ

の
基
本
権
は
、
基
本
法
四
条
一
項
と
併
せ
て
、
世
界
観
的
及
び
宗

教
的
観
点
か
ら
子
ど
も
を
教
育
す
る
権
利
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ

故
、
信
仰
及
び
世
界
観
の
問
題
に
お
い
て
、
親
が
正
し
い
と
考
え

た
確
信
を
子
ど
も
に
伝
え
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
親
の
行

う
べ
き
事
項
で
あ
る
…
…
。
親
に
と
っ
て
間
違
い
で
あ
る
又
は
有

害
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
信
仰
上
の
確
信
か
ら
子
ど
も
を
遠
ざ
け
る

権
利
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
い
る
…
…
。」（R

n. 32

）

「
し
か
し
、
子
ど
も
が
第
三
者
の
宗
教
的
行
為
に
出
会
う
こ
と

に
関
し
て
は
、
親
の
教
育
権
は
、
子
ど
も
の
消
極
的
信
仰
の
自
由

（
一
〇
八
三
）
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二
四
六

て
は
、
人
間
の
尊
厳
の
発
現
形
態
で
あ
る
寛
容
要
請
を
考
慮
し
つ

つ
、
調
整
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

国
家
の
中
立
性
義
務
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
関
係
性
か
ら
免
れ
て

い
る
学
校
を
求
め
て
い
な
い
。
学
校
は
、
む
し
ろ
、
世
界
観
的
及

び
宗
教
的
連
関
性
を
、
社
会
的
現
実
を
考
慮
し
つ
つ
、
何
ら
か
の

方
向
に
お
い
て
一
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
伝
え
る
こ
と
を

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
」（R

n. 36

）。

こ
れ
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
と
、
原
告
が
校
舎
の
廊
下
に
お
い

て
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
学
校
当
局
が
許
容
し
た
と
し
て
も
、
国
家

の
中
立
性
要
請
の
違
反
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
原
告
が
校

舎
の
廊
下
に
お
い
て
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
学
校
当
局
が
許
容
す
る

こ
と
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
一
面
的
な
優
遇
も
、
こ
の
信
仰
に
沿
っ

た
影
響
力
行
使
も
存
在
し
な
い
。
こ
の
信
仰
と
の
明
示
的
又
は
論

理
必
然
的
同
一
化
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。「
宗
教
儀
式
上

の
行
為
と
し
て
の
祈
禱
は
、
学
校
官
庁
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
信
者
の
独
自
の
決
断
に
基
づ
く
。
国
家
が
学
校
に

お
い
て
原
告
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
の
遂
行
を
受
忍
し
た
と

し
て
も
、
国
家
は
、
祈
禱
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム

教
に
対
す
る
原
告
の
告
白
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
な
い
。
国
家

は
、
国
家
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
も
の
と
し
て
祈
禱
に
責
任
を
負

界
観
的
中
立
性
と
は
、
国
家
と
教
会
の
厳
格
な
分
離
と
い
う
意
味

に
お
い
て
距
離
を
と
る
態
度
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
、

信
仰
の
自
由
を
す
べ
て
の
宗
派
の
た
め
に
等
し
く
促
進
す
る
、
開

か
れ
た
か
つ
包
括
的
な
態
度
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
国
家
は
、
た

ん
に
、
あ
る
特
定
の
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
又
は
世
界
観
的

方
向
の
た
め
に
意
図
的
に
影
響
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、

国
家
か
ら
発
せ
ら
れ
る
又
は
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

措
置
に
よ
っ
て
明
示
的
又
は
論
理
必
然
的
に
自
ら
を
あ
る
特
定
の

信
仰
又
は
あ
る
特
定
の
世
界
観
と
同
一
視
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社

会
に
お
け
る
宗
教
的
平
和
を
自
ら
危
険
に
さ
ら
し
て
は
な
ら
な
い

だ
け
で
あ
る
」（R

n. 35

）。

こ
の
こ
と
は
、
国
家
と
宗
教
と
の
関
係
に
関
す
る
従
来
の
理
解

に
よ
る
と
、
と
く
に
、
そ
の
性
質
上
、
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
思

想
が
以
前
か
ら
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
学
校
と
い
う
国
家
に

よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る
領
域
に
当
て
は
ま
る
。「
こ
れ
に
よ
る
と
、

学
校
は
、
様
々
な
世
界
観
的
及
び
宗
教
的
内
容
及
び
価
値
に
も
開

か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
開
放
性
に
よ
っ
て
基
本
法

の
自
由
な
国
家
は
、
そ
の
宗
教
的
及
び
世
界
観
的
中
立
性
を
維
持

す
る
。
様
々
な
方
向
の
世
界
観
及
び
信
仰
を
有
し
て
い
る
子
ど
も

を
共
同
で
教
育
す
る
に
際
し
て
避
け
ら
れ
な
い
緊
張
状
況
に
つ
い

（
一
〇
八
四
）
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徒
と
親
の
対
立
す
る
基
本
権
地
位
又
は
憲
法
ラ
ン
ク
を
有
す
る
他

の
価
値
が
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
関
係
の
あ
る
標
章

の
使
用
を
大
幅
に
学
校
か
ら
追
放
す
る
規
制
を
正
当
化
す
る
か
ど

う
か
は
、
事
実
の
展
開
の
評
価
に
か
か
っ
て
い
る
。
立
法
者
の
み

が
、
こ
の
判
断
に
つ
い
て
、
評
価
特
権
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
官
庁
及
び
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
要
求
で
き
な
い
。
立
法
者
は
、

学
校
に
お
け
る
宗
教
儀
式
上
の
行
為
の
遂
行
又
は
宗
教
的
シ
ン
ボ

ル
の
使
用
か
ら
す
で
に
抽
象
的
危
険
が
生
じ
る
か
ど
う
か
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
防
御
の
た
め
に
、
そ
れ
に
特
化
し
た
法
的
根

拠
を
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（R

n. 39

）。

議
会
立
法
者
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
法
的
根
拠
は
、
ベ
ル
リ
ン

州
法
に
お
い
て
存
在
し
な
い
。
生
徒
に
対
し
て
も
拘
束
力
の
あ
る

行
為
準
則
を
制
定
す
る
一
般
的
授
権
は
、
宗
教
上
の
儀
式
の
実
施

の
よ
う
な
生
徒
の
信
仰
表
明
を
す
で
に
「
危
険
又
は
紛
争
の
単
な

る
可
能
性
」
を
理
由
と
し
て
制
限
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
に
必
要

で
あ
る
十
分
に
明
確
な
法
的
根
拠
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
故
、
学

校
当
局
は
、
現
在
に
お
い
て
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
具
体

的
危
険
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
学
校
に
お
け
る
祈
禱
の
遂
行
及

び
類
似
の
宗
教
儀
式
上
の
行
為
を
、
こ
れ
ら
が
学
校
平
和
を
危
険

う
必
要
も
な
い
。」（R

n. 37

）

「
も
っ
と
も
、
宗
教
的
多
元
性
の
増
大
と
結
び
付
い
た
社
会
的

変
遷
は
、
宗
教
的
関
係
性
が
学
校
に
お
い
て
許
さ
れ
る
べ
き
程
度

を
異
な
っ
て
規
定
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方

に
お
い
て
、
統
合
に
向
け
た
諸
努
力
の
中
で
一
定
の
寄
与
を
す
る

た
め
に
、
増
大
す
る
宗
教
的
多
様
性
を
学
校
に
お
い
て
受
け
入
れ
、

相
互
の
寛
容
を
習
得
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の

理
由
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
に
お
い
て
、
増
大
す
る
宗

教
的
多
様
性
は
、
学
校
に
お
け
る
紛
争
の
潜
在
可
能
性
が
よ
り
高

ま
る
こ
と
に
結
び
付
く
。
そ
れ
故
、
学
校
領
域
に
お
け
る
国
家
の

中
立
性
義
務
に
、
よ
り
厳
格
な
、
従
来
以
上
に
距
離
を
お
く
意
味

を
付
与
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
生
徒
、
親
又
は
他
の
教
員
と
の

紛
争
を
始
め
か
ら
回
避
す
る
た
め
に
、
生
徒
に
よ
っ
て
学
校
に
持

ち
込
ま
れ
る
宗
教
的
関
係
性
を
学
校
か
ら
原
則
的
に
遠
ざ
け
て
お

く
こ
と
に
も
適
切
な
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」（R

n. 38
）。

し
か
し
、
変
遷
し
た
事
実
に
ど
の
よ
う
に
応
答
す
べ
き
か
、
と

く
に
、
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
、
生
徒

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
準
則
を
定
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

行
政
部
に
は
決
定
す
る
権
限
は
な
く
、
こ
の
た
め
に
は
、
民
主
的

に
正
当
化
さ
れ
た
議
会
立
法
者
に
よ
る
規
制
が
必
要
で
あ
る
。
生

（
一
〇
八
五
）
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い
て
は
、
生
徒
の
信
仰
す
る
宗
教
及
び
宗
派
は
多
数
で
あ
り
、

「
生
徒
集
団
の
こ
の
雑
多
な
構
成
」
の
た
め
、
一
部
の
生
徒
間
で
、

極
め
て
激
し
い
紛
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
紛
争

は
、
生
徒
が
他
の
生
徒
に
対
し
て
、
コ
ー
ラ
ン
の
一
定
の
解
釈
か

ら
導
か
れ
る
行
動
準
則
に
従
っ
て
い
な
い
、
例
え
ば
、
ス
カ
ー
フ

を
着
用
す
る
、
断
食
規
定
に
従
う
、
祈
禱
を
行
う
、
豚
肉
を
食
べ

な
い
、「
道
徳
的
で
は
な
い
行
動
」
や
「
道
徳
的
で
は
な
い
服
装
」

を
、
さ
ら
に
は
「
不
純
な
」
生
徒
と
の
個
人
的
接
触
を
避
け
る
、

と
い
っ
た
戒
律
に
従
っ
て
い
な
い
と
非
難
す
る
こ
と
か
ら
発
生
し

て
い
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
例
え
ば
、
い
じ
め
、
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
の
傾
向
を
有
す
る
侮
辱
、
脅
迫
、
女
性
蔑
視
に
よ
る
差

別
な
ど
生
じ
た
。
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
基
づ

い
て
、
校
内
で
宗
教
的
儀
式
を
行
う
こ
と
を
許
し
、
こ
れ
が
は
っ

き
り
と
存
在
感
を
増
す
と
、
そ
れ
が
な
く
て
も
す
で
に
存
在
し
て

い
る
紛
争
状
況
が
深
刻
化
す
る
と
の
結
論
を
引
き
出
し
た
（R

n. 
44

）。当
部
は
、
行
政
裁
判
所
法
一
三
七
条
二
項
に
基
づ
い
て
、
こ
の

事
実
認
定
と
こ
れ
に
基
づ
く
証
拠
評
価
に
拘
束
さ
れ
る
（R

n. 
45

）。⒠　

そ
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
教
の
自
由
の

に
さ
ら
す
抽
象
的
性
質
が
あ
る
と
の
理
由
で
予
防
的
に
禁
止
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
（R

n. 40

）。

⒟　

最
後
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
教
の
自
由
に

対
す
る
制
約
を
「
学
校
平
和
を
維
持
す
る
要
請
」（R

n. 40

）
を

理
由
と
し
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、

こ
れ
を
肯
定
す
る
。

「
基
本
法
七
条
一
項
に
基
づ
く
国
の
教
育
任
務
の
遂
行
は
、
学

校
平
和
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
」。
平
和
と
は
、

国
の
教
育
任
務
を
実
現
す
る
た
め
に
、
授
業
が
秩
序
正
し
く
進
行

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
紛
争
の
な
い
状
態
、
又
は
、
紛
争
が
克

服
さ
れ
た
状
態
を
意
味
す
る
。「
学
校
平
和
は
、
宗
教
的
動
機
を

有
す
る
行
動
に
よ
っ
て
も
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
…
…
。
宗

教
的
学
校
平
和
は
、
卓
越
し
た
意
義
を
有
す
る
保
護
目
的
で
あ
る

…
…
。
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
・
世
界
観
的
紛
争
の
回
避
は
、

重
要
な
共
同
体
利
益
で
あ
る
…
…
。」（R

n. 42

）

「
上
級
行
政
裁
判
所
の
事
実
認
定
に
よ
る
と
、
原
告
が
学
校
の

廊
下
で
祈
禱
を
行
う
こ
と
は
、
そ
う
し
な
く
て
も
す
で
に
存
在
す

る
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に

な
る
。」（R

n. 43

）

上
級
行
政
裁
判
所
の
認
定
に
よ
る
と
、
Ｄ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お

（
一
〇
八
六
）
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る
。
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
ラ
ン
ト
法
を
解
釈
し
て
、
学
校
法
は
、

上
記
の
よ
う
な
紛
争
の
潜
在
的
可
能
性
を
教
育
的
手
段
に
よ
っ
て

対
処
す
る
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
異
な
っ
た
考

え
を
持
つ
人
と
の
共
存
を
教
育
に
よ
っ
て
訓
練
す
る
こ
と
が
学
校

の
任
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（R

n. 53

）。
し
か
し
、
宗
教

的
動
機
に
よ
っ
て
生
じ
た
具
体
的
な
紛
争
を
教
育
的
手
段
で
対
処

す
る
学
校
の
可
能
性
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、

宗
教
的
に
形
成
さ
れ
た
行
動
と
宗
教
か
ら
離
れ
た
行
動
が
対
立
に

至
る
場
合
や
、
個
別
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
そ
の
た
め

の
費
用
か
ら
し
て
も
は
や
無
意
味
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
当
て
は

ま
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
は
、
学
校
の
教

育
任
務
の
た
め
に
秩
序
正
し
い
授
業
進
行
を
確
保
す
る
と
い
う
学

校
の
上
位
の
目
的
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
す
べ
て
の
生
徒

は
、
学
校
の
本
来
的
目
的
に
抱
束
さ
れ
る
。
個
人
は
、
こ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
ら
が
学
校
平
和
を
妨
害
し
た
と
非
難
さ

れ
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は

許
さ
れ
る
行
動
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（R

n. 55

）。
上

級
行
政
裁
判
所
は
、
当
該
学
校
の
具
体
的
な
事
実
関
係
に
か
ん
が

み
る
と
、
教
育
的
手
段
の
み
で
は
、
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
許
容
し

た
場
合
に
予
測
さ
れ
る
大
部
分
の
紛
争
に
十
分
に
対
処
す
る
こ
と

制
限
は
、「
対
立
す
る
憲
法
法
益
の
慎
重
な
調
整
の
要
請
」
に
合

致
す
る
も
の
で
、
比
例
原
則
も
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た

（R
n. 50

）。

ⅰ　

学
校
の
平
和
に
対
し
て
そ
う
で
な
く
て
も
存
在
す
る
具
体

的
危
険
が
激
化
す
る
こ
と
が
適
切
に
予
測
さ
れ
て
お
り
、
学
校
に

お
い
て
儀
式
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
の
正
午
の
祈
禱
を
行
う
可
能
性
の

制
限
は
、
具
体
的
危
険
の
激
化
に
対
処
す
る
と
い
う
追
求
し
て
い

る
正
当
な
目
的
を
達
成
す
る
の
に
適
合
的
で
あ
る
（R
n. 51

）。

ⅱ　

信
仰
の
自
由
の
制
限
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
。
学
校
平
和
に
対
す
る
予
見
可
能
な
危
険
は
、
原
告

の
信
仰
の
自
由
を
制
限
し
な
い
か
、
よ
り
少
な
く
制
限
す
る
他
の

同
等
に
効
果
的
な
手
段
に
よ
っ
て
は
対
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（R
n. 52

）。

た
し
か
に
、
学
校
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
宗
教
的
動
機
に
よ
っ

て
生
じ
た
具
体
的
な
紛
争
を
「
教
育
的
手
段
」
で
対
処
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
社
会
に
お
け
る
多
様
性
は
、
と
く
に
は
っ

き
り
と
学
校
に
お
い
て
反
映
さ
れ
る
。
学
校
は
、
様
々
な
宗
教
的

考
え
が
不
可
避
的
に
出
会
う
場
所
で
あ
り
、
そ
の
共
存
は
学
校
に

敏
感
に
影
響
を
与
え
る
。
異
な
っ
た
考
え
を
持
つ
人
と
の
共
存
は
、

学
校
に
お
い
て
、
教
育
を
通
じ
て
も
っ
と
も
持
続
的
に
訓
練
さ
れ

（
一
〇
八
七
）
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二
五
〇

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
の
事
実
評
価
を
し
て
い
る
（R

n. 58

）。

ⅲ　

信
仰
の
自
由
の
制
限
は
、
相
当
で
あ
る
。
こ
の
制
限
は
、

そ
れ
を
正
当
化
す
る
正
当
な
目
的
と
釣
り
合
い
が
と
れ
て
い
な
い

と
は
言
え
な
い
（R

n. 59

）。

も
と
よ
り
原
告
の
信
教
の
自
由
の
制
限
も
軽
微
な
も
の
で
は
な

い
。
原
告
は
、
も
は
や
就
学
義
務
を
負
わ
な
い
が
、
学
校
課
程
を

修
了
す
る
た
め
に
は
、
学
校
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
時
間
は
校
内

に
と
ど
ま
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
午
の
祈
禱
が

定
め
ら
れ
た
時
間
を
経
過
し
た
後
に
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
基
本
権
の
制
限
の
厳
し
さ
が
緩

和
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
原
告
は
、
定
め
ら
れ
た
時
間
幅
の
遵

守
が
自
ら
に
対
し
て
拘
束
力
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と

は
、
十
分
な
説
得
力
を
も
っ
て
基
本
権
の
保
護
範
囲
に
含
め
る
が

で
き
る
（R

n. 60

）。

し
か
し
、
基
本
権
の
制
限
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
て
い
る
目
的
の

重
要
性
は
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
の
侵
害
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
校
平
和
の
維
持
は
特
別
の
重
大
性
を
有

す
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
と
く
に
当
て
は
ま
る
。

何
故
な
ら
、
宗
教
上
の
紛
争
に
起
因
し
て
、
す
で
に
存
在
し
て
い

る
、
学
校
平
和
が
妨
げ
ら
れ
る
十
分
な
蓋
然
性
が
、
祈
禱
の
遂
行

は
で
き
な
い
と
評
価
し
た
。
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
と
く
に
、
本

件
学
校
が
、
紛
争
に
関
与
し
て
い
る
生
徒
を
対
話
の
た
め
に
集
め

る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
対
話
は
成
果
を
上
げ

て
い
な
い
と
指
摘
し
た
（R

n. 55

）。

ま
た
、
よ
り
緩
や
か
な
手
段
と
し
て
、
祈
禱
を
希
望
す
る
生
徒

に
、
他
の
生
徒
に
見
ら
れ
な
い
で
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
部

屋
を
割
り
当
て
る
こ
と
も
考
慮
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
学
校
が
、

祈
禱
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
前
に
、
既
存
の
部
屋
を
、
祈
禱
を
行

う
た
め
に
利
用
で
き
る
部
屋
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
（R

n. 52

）。
し
か
し
な
が
ら
、
上
級
行

政
裁
判
所
は
、
祈
禱
を
行
う
た
め
の
特
別
の
部
屋
を
設
置
す
る
こ

と
は
、
学
校
の
組
織
的
可
能
性
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
認
定
し

た
。
当
部
（
連
邦
行
政
裁
判
所
）
は
、
こ
の
認
定
に
拘
束
さ
れ
る
。

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
学
校
は
、
過
去
に
一
度
、
共
同
の
祈
禱
室

を
設
置
し
た
が
、
開
設
し
た
祈
禱
室
は
、
ス
カ
ー
フ
を
着
用
し
て

い
る
生
徒
と
そ
う
で
は
な
い
生
徒
と
の
間
で
口
論
が
発
生
し
た
り
、

男
子
生
徒
が
女
子
生
徒
と
一
緒
に
祈
禱
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
り

し
た
た
め
に
、
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
き

め
細
か
な
空
間
的
仕
切
り
の
た
め
の
広
範
囲
な
対
策
措
置
を
講
じ
、

そ
れ
が
支
障
な
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
監
視
員
に
よ
っ
て
保
障
せ

（
一
〇
八
八
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
五
一

か
く
と
し
て
、
各
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
を
紹
介
す
る
作
業
を
終

え
た
後
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
上
記
の
判
決
・
決
定
に
含
ま

れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
作
業
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
お
い
て
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

を
中
心
と
し
て
、
上
記
の
判
決
・
決
定
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問

題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
公
立
学
校
の
生
徒
で
あ
る
原
告
が
学
校
に
お
い
て
イ
ス

ラ
ム
教
の
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
基

づ
く
基
本
権
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
行
政
裁

判
所
、
上
級
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
が
一
致
し
て
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
説
に
お
い
て
も
と
く
に
異
論
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
信
仰
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
関
し
て
筆

者
が
と
く
に
注
目
に
値
す
る
と
考
え
て
い
る
二
点
を
簡
単
に
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
注
目
に
値
す
る
点
は
、
原
告
は
、
原
告
自
身
の
陳
述
に

よ
っ
て
も
祈
禱
を
原
則
的
に
後
で
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
祈
禱
の
禁
止
に
よ
っ
て
原
告
の
信
仰
の
自
由
は
影
響

を
受
け
て
い
な
い
と
の
被
告
の
主
張
に
対
す
る
行
政
裁
判
所
及
び

上
級
行
政
裁
判
所
の
応
答
で
あ
る
。
被
告
が
主
張
し
よ
う
と
し
た

の
は
、
原
告
は
、
原
告
が
信
仰
す
る
宗
教
の
教
義
に
よ
る
と
、
就

に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
、
そ
れ
故
、
学
校
平
和
に
対
す
る
と
く
に
強

度
の
危
険
状
況
を
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
は
、
原
告
の
宗
教
活
動
の
重
要
性
は
、

同
じ
く
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
学
校
平
和
よ
り
も
低
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
（R

n. 61
）。

Ⅲ　

検
討

一　

信
教
の
自
由
の
保
護
範
囲

以
上
の
作
業
に
よ
り
、
ベ
ル
リ
ン
行
政
裁
判
所
、
ベ
ル
リ
ン
・

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
上
級
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
の

下
し
た
判
決
・
決
定
の
内
容
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
も
っ
と
も
、
事
案
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
全
体
と
し
て
正
確
に

理
解
す
る
た
め
に
は
、
法
解
釈
の
部
分
の
み
な
ら
ず
、
事
案
の
具

体
的
検
討
の
部
分
も
含
め
て
、
各
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
を
で
き

る
限
り
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

各
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
を
紹
介
す
る
作
業
を
行
っ
た
た
め
、
本

稿
の
記
述
が
や
や
冗
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き

な
い
。
こ
の
点
は
、
上
記
の
考
え
方
か
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
と
も

（
一
〇
八
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
五
二

い
（
14
）

」
と
指
摘
し
た
上
で
、
行
政
裁
判
所
が
自
ら
求
め
た
イ
ス
ラ
ム

学
者
の
鑑
定
書
に
基
づ
い
て
、
儀
式
的
祈
禱
の
延
期
又
は
併
合
は
、

信
者
に
と
っ
て
は
、
緊
急
状
態
及
び
特
別
の
外
的
必
要
性
の
あ
る

状
況
に
お
い
て
例
外
的
に
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
被
告
は
、
原

告
は
、
正
午
の
祈
禱
と
午
後
の
祈
禱
を
帰
宅
し
て
か
ら
併
せ
て
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
葛
藤
の
発
生
を
回
避
で
き
る
と
鑑
定
書
を
解
釈

す
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
、
専
門
家
は
、
原
告
は
、
祈
禱
を
授

業
時
間
外
に
、
つ
ま
り
休
憩
時
間
に
延
期
で
き
る
と
述
べ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
と
説
示
し
た
。
ま
た
、
被
告
は
、
控
訴
理
由
の
中
で
、

原
告
は
、
祈
禱
の
た
め
に
利
用
で
き
る
時
間
の
枠
が
狭
ま
る
冬
季

に
お
い
て
も
、
祈
禱
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
部
屋
を
極
め
て
散
発

的
に
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
原
告
が
祈
禱
時
間
を
自
ら
に

対
し
て
拘
束
力
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
と

主
張
す
る
と
と
も
に
、
別
の
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
鑑
定
書
を
提
出
し
、

こ
の
鑑
定
書
に
基
づ
い
て
、
原
告
は
儀
式
的
祈
禱
を
必
ず
就
学
時

間
中
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
議
論
の

前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
被
告
は
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
自
己
理
解
に
よ
る
と
、
分
別
の
あ
る
（m

ündig

）
イ
ス

ラ
ム
教
徒
に
は
、
冬
の
数
ヶ
月
の
間
は
、
日
常
生
活
に
即
し
た
独

自
の
解
決
を
探
求
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

学
時
間
の
終
了
後
に
正
午
の
祈
禱
を
午
後
の
祈
禱
と
併
せ
て
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
教
義
に
照
ら
し
て
も
学
校

で
祈
禱
を
行
う
必
要
は
な
く
、
そ
れ
故
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
は

学
校
に
お
け
る
祈
禱
の
禁
止
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
に
対
し
て
、
ま
ず
、
行

政
裁
判
所
決
定
は
、
原
告
自
身
が
、
少
な
く
と
も
一
回
の
祈
禱
を

就
学
時
間
中
に
行
う
こ
と
を
拘
束
力
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
信
仰
上
の
確
信
を
評
価
す
る
こ
と
、
又
は
、
本
人
が
拘
束
力

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
信
仰
上
の
戒
律
を
疑
問
視
す
る
こ
と
は
、

国
家
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
被
告
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
、

例
外
的
に
、
定
め
ら
れ
た
祈
禱
時
間
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
許
し
て

い
る
と
の
一
般
的
な
指
摘
だ
け
で
は
原
告
の
主
張
を
覆
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
つ
ぎ
に
、
行
政
裁
判
所
判
決
は
、

二
〇
〇
三
年
九
月
二
四
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
判
決

（
13
）（

以

下
、
こ
の
判
決
を
「
〇
三
年
判
決
」
と
い
う
。）
の
参
照
を
求
め

つ
つ
、「
た
し
か
に
、
人
の
あ
ら
ゆ
る
行
動
が
、
そ
の
人
の
主
観

的
決
定
の
み
で
、
と
く
に
保
護
さ
れ
た
信
仰
の
自
由
の
発
現
形
態

と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
個
人
に
よ
っ
て
そ
の
信
仰

の
自
由
の
発
現
形
態
と
し
て
要
求
さ
れ
る
行
動
の
評
価
に
際
し
て
、

各
々
の
宗
教
団
体
の
自
己
理
解
を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

（
一
〇
九
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
五
三

の
廊
下
）
が
必
要
で
あ
る
が
、
校
舎
の
廊
下
の
利
用
は
学
校
当
局

の
決
定
権
に
服
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二

項
に
基
づ
く
基
本
権
の
保
護
範
囲
に
原
告
が
「
校
舎
の
廊
下
で
」

祈
禱
を
行
う
こ
と
も
含
ん
で
い
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
集
会
の
自
由
（
基
本
法
八
条
一

項
）
は
集
会
の
場
所
と
時
間
に
関
す
る
決
定
の
自
由
を
含
ん
で
い

る
が
、
こ
の
決
定
の
自
由
は
集
会
場
所
の
法
的
使
用
権
限
を
前
提

と
し
て
お
り
、
場
所
を
自
由
に
選
択
す
る
権
利
は
他
人
の
財
産
を

使
用
す
る
権
利
を
含
ま
な
い
と
指
摘
し
た

（
19
）

上
で
、
し
か
し
信
仰
の

自
由
は
集
会
の
自
由
と
は
異
な
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
連

邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
。
信
仰
の
自
由

は
、
個
人
に
対
し
て
、
い
つ
も
は
通
行
が
許
さ
れ
な
い
空
間
に
立

ち
入
る
権
利
を
創
出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
信
仰
の
自
由
は
、
実

際
に
通
行
が
許
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
限
り
、
市
民
に
保
障
さ
れ

る
が
、
集
団
的
に
行
使
さ
れ
る
集
会
の
自
由
と
は
異
な
り
、
個
人

の
権
利
と
し
て
の
信
仰
の
自
由
の
行
使
は
、
通
常
の
場
合
、
類
型

的
に
迷
惑
を
伴
う
よ
う
な
特
別
に
空
間
を
占
拠
す
る
必
要
を
伴
わ

な
い
の
で
、
個
人
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
人
が
い
る
場
所
で
あ

れ
ば
、
ど
こ
で
も
信
仰
の
自
由
を
行
使
で
き
る

（
20
）

。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
学
校
に
お
い
て
自
己
の
宗
教
が
命
じ
て

こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、「
原
告
が

祈
禱
暦
か
ら
読
み
取
っ
た
、
定
め
ら
れ
て
い
る
時
間
幅
の
中
で
」

イ
ス
ラ
ム
教
の
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
自
ら
に
拘
束
力
が
あ

る
と
原
告
自
身
が
考
え
て
い
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し

（
15
）

、
か

つ
、
被
告
の
提
出
し
た
イ
ス
ラ
ム
学
者
の
鑑
定
書
に
よ
っ
て
も
、

祈
禱
時
間
の
遵
守
が
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
義
と
少
な
く
と
も
「
矛
盾

し
な
い
」
こ
と
を
考
慮
し
て
、
祈
禱
時
間
の
遵
守
を
基
本
法
四
条

一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
に
含
め
る
こ
と
は
十
分
に
説
得
的
で

あ
る
、
と
す
る
原
告
の
主
張
を
認
め
た

（
16
）

。
連
邦
行
政
裁
判
所
も
、

上
級
行
政
裁
判
所
の
判
断
を
受
け
入
れ
た

（
17
）

。
行
政
裁
判
所
、
上
級

行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
が
「
就
学
時
間
中

に
」
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
は
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項
及

び
二
項
）
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
す
る
点
で
一
致
し
た
が
、

こ
の
判
断
の
背
後
に
は
「
宗
教
」
該
当
性
の
判
断
方
法
と
い
う
重

要
か
つ
困
難
な
論
点
が
控
え
て
い
る
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、

別
途
論
文
を
作
成
し
て
、
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
18
）

。

第
二
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
、
原
告
が
「
学
校
に
お
い
て
」

祈
禱
を
行
う
こ
と
が
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
の
保
護
範
囲
に

含
ま
れ
る
こ
と
を
詳
し
く
説
示
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

宗
教
的
儀
式
を
行
う
た
め
に
は
空
間
（
本
件
に
お
い
て
は
、
校
舎

（
一
〇
九
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
五
四

二　

消
極
的
信
仰
の
自
由

㈠　

つ
ぎ
に
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
憲
法
上

正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
行
政
裁
判
所
、

上
級
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

の
判
例
を
踏
襲
し
て
、
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項
及
び
四

条
二
項
）
は
、
法
律
の
留
保
な
く
保
障
さ
れ
る
基
本
権
で
あ
り
、

憲
法
自
体
か
ら
、
つ
ま
り
、
第
三
者
の
基
本
権
及
び
憲
法
ラ
ン
ク

の
共
同
体
価
値
か
ら
導
か
れ
る
制
約
に
の
み
服
す
る
、
と
の
解
釈

を
示
し
た
。
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
検
討
す
る
こ
と
は

し
な
い
。
本
件
に
お
い
て
原
告
の
信
仰
の
自
由
を
制
約
す
る
根
拠

と
し
て
、
他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
、
国
家
の
宗
教
的
中

立
性
の
要
請
、
及
び
学
校
平
和
の
維
持
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
の
信
仰

の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
検
討
し
よ
う
。

㈡　

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
一
九
七
九
年
一
〇
月

一
六
日
決
定
（
学
校
祈
禱
事
件

（
24
）

）
に
お
い
て
、
ラ
ン
ト
が
宗
派
混

合
学
校
に
お
い
て
宗
教
の
授
業
以
外
の
時
間
に
自
由
意
思
に
よ
る

超
宗
派
的
祈
禱
の
遂
行
を
許
容
す
る
か
ど
う
か
は
、
基
本
法
七
条

一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
学
校
高
権
の
枠
内
に
お
い
て
、

い
る
祈
禱
を
行
お
う
と
す
る
生
徒
に
も
当
て
は
ま
る
。
基
本
法
四

条
一
項
及
び
二
項
は
、
信
仰
上
の
確
信
の
積
極
的
実
行
と
世
界
観

的
・
宗
教
的
領
域
に
お
け
る
自
律
的
な
人
格
の
実
現
の
た
め
の
空

間
を
確
保
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
生
徒
は
、
学
校
と
授
業
進

行
に
拘
束
さ
れ
、
授
業
時
間
と
授
業
時
間
の
間
の
休
憩
時
間
中
で

あ
っ
て
も
、
学
校
を
容
易
に
離
れ
ら
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ

の
よ
う
な
学
校
へ
の
拘
束
性
を
根
拠
と
し
て
、
生
徒
が
祈
禱
の
時

間
及
び
場
所
を
選
択
す
る
こ
と
を
、
学
校
当
局
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
空
間
を
も
っ
ぱ
ら
他
の
目
的
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
と
の
指
摘
に
よ
っ
て
始
め
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
信
仰
の
自
由
の
保
護
範
囲
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

は
、
事
実
上
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
へ
の
立
ち
入
り
を
含
ん

で
い
る
、
と

（
21
）

。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
生
徒
の

「
学
校
へ
の
拘
束
性
」
を
理
由
と
し
て
、
学
校
に
お
い
て
事
実
上

利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
空
間
に
も
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に

基
づ
く
基
本
権
の
保
護
範
囲
が
及
ぶ
と
解
し
た
。
こ
の
解
釈
は
注

目
に
値
す
る

（
22
）

。
信
仰
の
自
由
の
保
護
範
囲
を
上
記
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
校
長
が
、
原
告
が
「
学
校
に
お
い
て
」
祈
禱
を
行
う
こ
と

を
禁
止
す
る
こ
と
は
原
告
の
信
仰
の
自
由
に
対
す
る
制
約
に
当
た

る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
23
）

。

（
一
〇
九
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
五
五

地
を
与
え
る
社
会
に
お
い
て
、
個
人
は
、
他
人
の
信
仰
表
明
、
宗

教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い

権
利
を
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
個
人
が
回
避
可
能
性
な
く
あ

る
特
定
の
信
仰
の
影
響
、
あ
る
特
定
の
信
仰
が
現
れ
て
い
る
行
為
、

及
び
、
あ
る
特
定
の
信
仰
が
示
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
さ
ら
さ

れ
る
状
況
を
国
家
が
創
出
し
た
場
合
は
、
こ
れ
と
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、
ま
さ

に
、
社
会
の
自
己
組
織
化
に
委
ね
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

国
家
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
て
い
る
生
活
領
域
に
お
い
て
、
自
由
を

確
保
す
る
効
果
を
発
揮
す
る
。」（S

. 15 f.

）
ま
た
、
子
ど
も
の

育
成
及
び
教
育
を
親
の
自
然
的
権
利
と
し
て
保
障
し
て
い
る
基
本

法
六
条
二
項
一
文
と
結
び
付
い
て
、
基
本
法
四
条
一
項
は
、
宗
教

的
及
び
世
界
観
的
観
点
に
お
い
て
子
ど
も
を
教
育
す
る
権
利
も
含

ん
で
い
る
。
信
仰
及
び
世
界
観
の
問
題
に
お
け
る
、
正
し
い
と
考

え
る
確
信
を
伝
え
る
こ
と
は
、
親
が
行
う
べ
き
事
項
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
応
し
て
、
こ
の
権
利
は
、
親
が
誤
り
又
は
有
害
と
考
え
る

信
仰
上
の
確
信
か
ら
子
ど
も
を
遠
ざ
け
て
お
く
権
利
も
含
む
（S

. 
17

）。
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
国
民
学
校
の
す
べ
て
の
教
室
に
十
字
架

を
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
バ
イ
エ
ル
ン
州
学
校
規
則
一
三

条
一
項
は
、
こ
の
基
本
権
を
制
約
し
て
い
る
。
教
室
に
十
字
架
が

ラ
ン
ト
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
（
判
決
要
旨
一
）
と
指

摘
し
た
上
で
、
学
校
祈
禱
に
反
対
す
る
生
徒
又
は
そ
の
親
の
有
す

る
、
消
極
的
信
仰
告
白
の
自
由
の
基
本
権
は
、
生
徒
又
は
親
が
自

由
に
か
つ
強
制
も
な
く
祈
禱
へ
の
参
加
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
に
は
、
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
（
判
決
要
旨
二
）
と
判
示
し

た
。ま

た
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
宗
派
学
校
で
は
な
い

公
立
の
義
務
教
育
学
校
の
教
室
に
十
字
架
又
は
キ
リ
ス
ト
磔
像
を

設
置
す
る
こ
と
は
基
本
法
四
条
一
項
に
反
す
る
と
判
断
し
た

一
九
九
五
年
五
月
一
六
日
の
決
定

（
25
）

（
以
下
、「
九
五
年
決
定
」
と

い
う
。）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
。
信
仰
の
自

由
は
、「
信
仰
が
命
じ
て
い
る
、
又
は
信
仰
が
表
現
さ
れ
て
い
る

宗
教
儀
式
上
の
行
為
に
参
加
す
る
こ
と
」
を
保
障
し
て
い
る
が
、

そ
の
裏
返
し
と
し
て
、「
共
に
し
て
い
な
い
信
仰
の
宗
教
儀
式
上

の
行
為
に
参
加
し
な
い
自
由
」
も
含
ん
で
い
る
。「
こ
の
自
由
は
、

同
じ
よ
う
に
、
信
仰
又
は
宗
教
を
示
し
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
も
向

け
ら
れ
て
い
る
。
基
本
法
四
条
一
項
は
、
い
か
な
る
宗
教
的
シ
ン

ボ
ル
を
承
認
し
、
崇
拝
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
宗
教
的

シ
ン
ボ
ル
を
拒
否
す
る
の
か
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
を
個
人
に

委
ね
て
い
る
。
た
し
か
に
、
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活
動
の
余

（
一
〇
九
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
五
六

リ
ス
ト
教
の
親
及
び
生
徒
の
積
極
的
信
仰
の
自
由
が
考
え
ら
れ
る

が
、
両
者
と
も
信
仰
の
自
由
の
制
約
を
正
当
化
し
な
い
（S

. 21 
ff .

）、
と
。

さ
ら
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
は
、
〇
三
年
判
決
に
お

い
て
、
教
員
が
学
校
及
び
授
業
に
お
い
て
ス
カ
ー
フ
を
着
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
信
仰
の
自
由
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
生
徒
の
消
極

的
信
仰
の
自
由
と
衝
突
し
て
い
る
と
説
示
し
た

（
26
）

。

㈢　

行
政
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
九
五
年
決
定
を
下
敷

き
に
し
て

（
27
）

、
原
告
は
、「
授
業
と
授
業
の
間
の
休
憩
時
間
に
、
つ

ま
り
、
教
室
の
外
で
、
か
つ
授
業
外
に
」
祈
禱
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
本
件
に
お
い
て
、
他
の
生
徒
等
の
学
校
関
係
者
が
、
原
告
に

祈
禱
に
、
九
五
年
決
定
の
意
味
に
お
い
て
「
回
避
可
能
性
な
く
」

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
は
疑
問
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
行

政
裁
判
所
は
、
他
の
生
徒
は
、
祈
禱
に
参
加
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、

祈
禱
を
見
る
こ
と
も
強
制
さ
れ
て
い
な
い
と
診
断
す
る

（
28
）

。
上
級
行

政
裁
判
所
は
、
理
由
を
述
べ
る
こ
と
も
な
く
、
学
校
で
イ
ス
ラ
ム

教
の
儀
式
的
祈
禱
を
行
う
と
い
う
原
告
の
宗
教
活
動
は
、「
基
本

法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う
に
保
護
さ
れ
て
い
る
、

無
宗
教
の
又
は
異
な
る
宗
教
を
信
仰
す
る
女
子
生
徒
及
び
男
子
生

徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
」
と
衝
突
す
る
と
断
定
し
て
い
る

（
29
）

。
連

設
置
さ
れ
る
と
、
一
般
的
就
学
義
務
と
併
せ
て
、
生
徒
は
、
授
業

中
、
国
家
に
よ
っ
て
、
か
つ
回
避
可
能
性
も
な
く
、
シ
ン
ボ
ル
に

対
面
さ
せ
ら
れ
、「
十
字
架
の
下
で
」
学
習
す
る
こ
と
を
強
制
さ

れ
る
結
果
と
な
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
教
室
に
お
け
る
十
字
架

の
設
置
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
し
ば
し
ば
生
じ
る
と
こ
ろ
の
、

極
め
て
多
様
な
宗
派
の
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
と
の
対
面
と
は
異
な
る
。

ま
ず
、
後
者
は
、
国
家
か
ら
発
し
た
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お

い
て
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
及
び
宗
教
団
体
が
広
ま
っ
て
い
る
こ

と
の
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
同
じ
程
度
の
不
可
避
性
を

有
し
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
個
人
は
、
街
頭
の
風
景
の
中
で
、

公
共
の
交
通
手
段
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
、
建
造
物
に
入
る
と
き

に
、
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
又
は
表
示
に
遭
遇
す
る
か
ど
う
か
を
決
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、「
逃
げ
ら
れ
る
遭
遇
」

で
あ
り
、
比
較
的
長
時
間
の
対
面
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
必
要

な
場
合
に
は
制
裁
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
強
制
に
基
づ
く
も
の
で

は
な
い
（S

. 17 f.

）。
そ
し
て
、
十
字
架
が
生
徒
に
対
し
て
影
響

力
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
（S

. 20 f.

）。
信
仰
の
自
由

は
、
留
保
な
く
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
権
で
あ
り
、
そ
の
制
約
は

憲
法
自
体
か
ら
導
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
仰
の
自
由
を

制
約
す
る
憲
法
上
の
根
拠
と
し
て
、
①
基
本
法
七
条
一
項
と
②
キ

（
一
〇
九
四
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
五
七

国
は
、
個
人
が
、
国
の
責
任
に
よ
っ
て
、
個
人
の
消
極
的
信
仰
の

自
由
の
侵
害
に
至
る
よ
う
な
私
的
な
第
三
者
の
宗
教
的
表
明
に
さ

ら
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
保
障
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
生
徒
の
信
仰
表
明
は
、
国
が
命
じ
た
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
を
国
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
の

責
任
は
、
様
々
な
宗
派
や
信
仰
上
の
立
場
を
有
す
る
生
徒
が
学
校

に
お
い
て
共
存
す
る
こ
と
に
つ
き
る
。
少
な
く
と
も
国
の
保
護
義

務
は
、
生
徒
又
は
教
員
が
、
自
分
と
は
異
な
る
、
支
持
し
て
い
な

い
信
仰
の
表
明
に
全
く
出
会
わ
な
い
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
は
及
ば
な
い

（
30
）

、
と
。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
行

政
裁
判
所
は
、
生
徒
及
び
教
員
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
、
そ
も

そ
も
祈
禱
を
行
う
生
徒
の
信
仰
の
自
由
の
制
約
を
憲
法
上
正
当
化

す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

㈣　

そ
の
後
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
二
〇
一
五
年

一
月
二
七
日
の
決
定
（
以
下
、
こ
の
判
決
を
「
一
五
年
決
定
」
と

い
う
。）
に
お
い
て
、
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
は
、
公
立
の

宗
派
混
合
学
校
の
教
員
に
も
、
宗
教
上
の
理
由
か
ら
義
務
的
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
る
服
装
規
律
に
従
う
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
ス
カ
ー
フ
の
着
用
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
（
判
決
要

旨
一
）
と
指
摘
し
た
上
で
、
外
見
に
よ
る
宗
教
的
表
明
が
学
校
平

邦
行
政
裁
判
所
は
、
九
五
年
決
定
を
下
敷
き
に
し
つ
つ
、
公
立
学

校
の
教
室
に
お
け
る
十
字
架
の
設
置
の
ケ
ー
ス
（
九
五
年
決
定
）

及
び
公
立
学
校
の
教
師
に
よ
る
ス
カ
ー
フ
の
着
用
の
ケ
ー
ス

（
〇
三
年
判
決
の
事
案
）
と
、
本
件
の
ケ
ー
ス
と
の
違
い
を
、
防

御
権
の
ケ
ー
ス
と
基
本
権
保
護
義
務
の
ケ
ー
ス
の
違
い
で
あ
る
と

分
析
し
て
い
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
説
示
す
る
。

消
極
的
信
仰
の
自
由
は
、
国
家
に
対
す
る
防
御
権
で
あ
る
。
国
は
、

個
人
が
回
避
可
能
性
な
く
あ
る
特
定
の
信
仰
の
影
響
、
あ
る
特
定

の
信
仰
が
現
れ
て
い
る
行
為
、
及
び
、
あ
る
特
定
の
信
仰
が
示
さ

れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
さ
ら
さ
れ
る
状
況
を
創
出
し
て
は
な
ら
な

い
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
国
家
に
対

す
る
防
御
権
で
あ
り
、
国
が
教
室
に
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
を
設
置
し
、

又
は
、
教
員
が
、
そ
の
宗
教
的
確
信
を
授
業
に
持
ち
込
む
よ
う
な

外
形
で
生
徒
に
対
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
を
強
制
的
に
他

人
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
に

直
面
さ
せ
る
こ
と
を
国
家
に
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

生
徒
が
、
学
校
に
お
い
て
、
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
の
着
用
又
は
宗
教

儀
式
上
の
行
為
に
よ
っ
て
自
己
の
信
教
の
自
由
を
行
使
す
る
場
合
、

せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
他
の
生
徒
に
対
す
る
国
の
保
護
義
務
が
関
係

す
る
に
す
ぎ
な
い
。
学
校
と
い
う
国
が
配
慮
す
る
領
域
に
お
い
て
、

（
一
〇
九
五
）
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五
八

カ
ー
フ
を
着
用
し
た
教
員
に
対
面
し
て
い
る
」
場
合
も
、
生
徒
は

「
逃
げ
ら
れ
な
い
状
況
」
に
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ス
カ
ー
フ
の

着
用
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
教
師
の
信
仰
の
自
由
は
生
徒
の
消
極

的
信
仰
の
自
由
と
衝
突
す
る
と
説
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
は
、
宗
教
的
表
現
手
段
の
効
果
の
点
に
関
し
て
は
、
問

題
と
な
っ
て
い
る
標
識
が
学
校
官
庁
の
指
示
に
よ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
の
個
別
の
自
由
権
を
行
使
す

る
こ
と
が
で
き
る
個
々
の
教
育
者
自
身
の
決
断
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
の
か
に
よ
っ
て
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
家
が
、
ス

カ
ー
フ
の
着
用
と
結
び
付
い
た
、
個
々
の
教
師
又
は
教
育
従
事
者

の
宗
教
的
言
明
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
国
家
は
、
こ
の
言
明
を
こ

れ
に
よ
っ
て
自
己
の
見
解
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ
の

言
明
を
、
国
家
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
も
の
と
し
て
国
家
に
帰
属

さ
せ
る
必
要
も
な
い
と
指
摘
し
、
公
立
学
校
の
教
室
に
お
け
る
十

字
架
の
設
置
の
ケ
ー
ス
（
九
五
年
決
定
）
と
の
違
い
を
強
調
し
て

い
る

（
31
）

。
三　

国
家
の
宗
教
的
中
立
性

㈠　

さ
ら
に
、
原
告
の
信
仰
の
自
由
を
国
家
の
宗
教
的
中
立
性

の
要
請
に
よ
っ
て
制
限
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
行
政

和
又
は
公
立
の
宗
派
混
合
学
校
に
お
け
る
中
立
性
に
対
す
る
危
険

を
生
じ
さ
せ
る
性
質
を
単
に
抽
象
的
に
有
し
て
い
る
と
い
う
理
由

に
よ
っ
て
こ
れ
を
法
律
上
禁
止
す
る
こ
と
は
、
こ
の
行
動
が
、
義

務
的
と
理
解
さ
れ
て
い
る
宗
教
上
の
戒
律
に
由
来
す
る
も
の
で
あ

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
比
例
原
則
に
反
し
、
教
員
の
信

仰
の
自
由
、
生
徒
及
び
親
の
信
仰
の
自
由
及
び
告
白
の
自
由
、
親

の
基
本
権
、
国
家
の
教
育
任
務
と
い
っ
た
憲
法
上
の
保
障
さ
れ
た

諸
々
の
地
位
の
適
切
な
調
整
は
、
禁
止
規
定
を
、
少
な
く
と
も
、

保
護
法
益
に
対
す
る
十
分
に
具
体
的
な
危
険
が
存
在
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
限
定
的
に
解
釈
す
る
こ
と
を
求
め
る
（
判
決
要
旨

二
）
と
判
示
し
た
が
、
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
に
つ
い
て
は
、

「
様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活
動
の
余
地
を
与
え
る
社
会
に
お
い

て
、
個
人
は
、
他
者
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗

教
的
シ
ン
ボ
ル
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
有
し
て
い
な
い
」

が
、「
個
人
が
回
避
可
能
性
な
く
あ
る
特
定
の
信
仰
の
影
響
、
あ

る
特
定
の
信
仰
が
現
れ
て
い
る
行
為
、
及
び
、
あ
る
特
定
の
信
仰

が
示
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
に
さ
ら
さ
れ
る
状
況
を
国
家
が
創
出

し
た
場
合
」
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
と
の
九
五
年
決
定
の
説
示
を

引
用
し
た
上
で
、
生
徒
が
、「
一
般
的
就
学
義
務
の
た
め
に
授
業

中
に
回
避
可
能
性
も
な
く
、
国
が
任
用
し
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
ス

（
一
〇
九
六
）
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二
五
九

必
然
的
に
、
空
間
を
利
用
さ
せ
る
給
付
義
務
を
帰
結
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
国
家
の
中
立
性
義
務
の
違
反
は
な
い
と
説
示
し
た
。

行
政
裁
判
所
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
原
告
は
祈
祷
部
屋
を
要
求
し

て
い
な
い
し
、
学
校
当
局
が
、
原
告
に
特
定
の
部
屋
の
利
用
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
学
校
当
局
は
、
学

校
生
活
に
関
与
し
て
い
る
他
者
を
宗
教
活
動
に
直
面
す
る
こ
と
か

ら
保
護
す
る
と
い
う
目
的
を
追
求
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
組

織
的
基
準
」
が
必
要
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
基
準

は
、
様
々
な
法
益
の
調
整
で
あ
っ
て
、
国
の
中
立
性
の
発
現
で
あ

る
（
36
）

。
連
邦
行
政
裁
判
所
も
、
〇
三
年
判
決
等
で
示
さ
れ
た
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
解
釈
を
踏
襲
し
、
こ
れ
に
照
ら
す
と
、
学
校
当
局
が
、

原
告
が
校
舎
の
廊
下
で
祈
祷
を
行
う
こ
と
も
許
し
て
も
、
国
家
の

中
立
性
要
請
の
違
反
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
る
と
、
原
告
が
校
舎
の
廊
下
で
祈
祷
を
行

う
こ
と
も
許
容
し
て
も
、
こ
の
点
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
一
面
的
な

優
遇
も
、
ま
た
、
こ
の
信
仰
に
沿
っ
た
影
響
力
行
使
も
存
在
し
な

い
。
さ
ら
に
、
本
件
の
祈
禱
は
、
学
校
官
庁
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
信
者
の
独
自
の
決
断
に
基
づ
く
も
の
で
、
国

家
が
学
校
に
お
い
て
原
告
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
教
の
祈
禱
の
遂
行
を

受
忍
し
た
と
し
て
も
、
祈
禱
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ

裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
国
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的

中
立
性
の
要
請
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
国
家
と
教
会
の
厳
格
な

分
離
と
い
う
意
味
に
お
い
て
距
離
を
お
く
態
度
」
で
は
な
く
、

「
信
仰
の
自
由
を
す
べ
て
の
宗
派
の
た
め
に
等
し
く
促
進
す
る
、

開
か
れ
た
か
つ
包
括
的
な
態
度
」
で
あ
る
と
解
す
る
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
諸
判
例
（
と
く
に
〇
三
年
判
決
）
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て

い
る

（
32
）

。
国
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
要
請
の
解
釈
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
一
冊
の
研
究
書
が
必
要
な
ほ
ど
大
き
な
テ
ー
マ

で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
て
検
討
す
る
こ

と
は
で
き
な
い

（
33
）

。

㈡　

被
告
は
、
原
告
の
要
求
を
認
め
る
こ
と
は
国
家
の
中
立
性

要
請
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
政
裁
判
所
は
、

ま
ず
、
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性
は
、「
国
家
」
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
学
校
行
事
と
し
て
学
校
祈
禱
を

行
う
際
に
抑
制
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
中
立
性
義
務
は
、

「
生
徒
」
の
宗
教
的
表
明
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
こ
と
を
命
じ
る

も
の
で
は
な
い
と
説
示
し
た

（
34
）

。
ま
た
、
行
政
裁
判
所
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
〇
三
年
判
決
等
を
引
用
し
つ
つ
、
国
家
と
宗
教
と
の

厳
格
な
分
離
と
い
う
意
味
に
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
性

を
理
解
す
る
こ
と
に
反
対
し

（
35
）

、
さ
ら
に
、
祈
祷
の
受
忍
義
務
は
、

（
一
〇
九
七
）
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六
〇

校
の
廊
下
で
祈
禱
を
行
う
こ
と
は
、
そ
う
し
な
く
て
も
す
で
に
存

在
す
る
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的

0

0

0

危
険
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
に
な
る

（
40
）

」（
傍
点
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
。）
と
指
摘
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る

（
41
）

。
信
仰
の
自
由
の
制
約
を
正
当
化
す
る

た
め
に
は
学
校
平
和
に
対
す
る
「
具
体
的
危
険
」
が
必
要
で
あ
る

と
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
五
年
決
定
の
示
し
た
解
釈
論
に
対
し

て
は
批
判
も
あ
り

（
42
）

、
こ
の
解
釈
論
に
つ
い
て
は
立
ち
入
っ
た
検
討

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
が
採

用
し
た
（
と
考
え
ら
れ
る
）
解
釈
論
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
五
年

決
定
の
示
し
た
解
釈
論
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

に
と
ど
め
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
に
固

有
の
問
題
点
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

第
一
の
問
題
点
は
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
の
認
定

の
仕
方
で
あ
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
上
級
行
政
裁
判
所
の
事

実
認
定
に
従
っ
て
、
当
該
学
校
で
生
じ
た
、
い
じ
め
、
侮
辱
、
脅

迫
、
女
性
蔑
視
に
よ
る
差
別
と
い
っ
た
出
来
事
を
挙
げ
て
、
原
告

が
通
学
し
て
い
る
学
校
を
支
配
し
て
い
る
状
況
の
具
体
的
危
険
を

肯
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
危
険
の
存
在
を
肯
定

で
き
る
の
は
、
通
常
の
場
合
、
空
間
的
及
び
時
間
的
に
特
定
さ
れ

た
個
別
事
件
に
お
い
て
、
事
態
又
は
行
為
が
放
任
さ
れ
た
場
合
に

ム
教
と
の
「
同
一
化
」
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

（
37
）

。
国
家
の
宗

教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
の
要
請
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

解
釈
を
前
提
と
す
る
限
り
、
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所

が
、
学
校
当
局
が
、
生
徒
が
学
校
に
お
い
て
祈
祷
を
行
う
こ
と
を

認
め
る
こ
と
は
国
家
の
宗
教
的
中
立
性
の
要
請
に
反
し
な
い
と
判

断
し
た
こ
と
は
支
持
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

四　

学
校
平
和

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
信
教
の
自
由
に
対
す
る
制
約
を

憲
法
上
正
当
化
す
る
根
拠
を
「
学
校
平
和
の
維
持
」（
判
決
要
旨
）

に
求
め
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
五
年
決
定
に
お
い
て
、
国

家
の
教
育
任
務
│
こ
れ
は
、
世
界
観
的
・
中
立
的
中
立
性
の
義
務

を
遵
守
し
つ
つ
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
│
は
、
信
仰
の
教

義
に
由
来
す
る
外
部
的
行
為
の
禁
止
を
、「
国
家
の
教
育
任
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
学
校
平
和
、
又
は
国
家
の
中
立
性
に
対

す
る
十
分
に
具
体
的
な
危
険
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

に
」
は
じ
め
て
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
解
釈
論
を
示
し

た
（
38
）

。
連
邦
行
政
裁
判
所
も
、
祈
禱
を
禁
止
す
る
た
め
の
要
件
は
学

校
平
和
の
「
具
体
的
危
険
」
の
存
在
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る

（
39
）

。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
、「
原
告
が
学

（
一
〇
九
八
）
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一

の
要
件
を
充
足
す
る
た
め
に
は
、
目
的
を
同
等
に
達
成
す
る
が
、

基
本
権
を
よ
り
少
な
く
し
か
制
限
し
な
い
他
の
手
段
が
存
在
し
な

い
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
他
の
よ
り
緩
や

か
な
手
段
と
し
て
、
①
教
育
的
手
段
と
②
祈
禱
部
屋
の
用
意
を
挙

げ
て
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
手
段
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

（
46
）

。
と
く
に
、
個
別
の
事
件
に
お
い
て
実
際
に
学
校

平
和
を
乱
し
て
い
る
生
徒
に
対
す
る
懲
戒
処
分
に
よ
っ
て
予
測
さ

れ
る
紛
争
に
対
処
す
る
と
い
う
容
易
に
思
い
つ
く
方
策
を
必
要
性

審
査
に
含
め
て
い
な
い
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
。
学
説
に
お
い
て

は
、
退
学
処
分
を
含
む
懲
戒
処
分
が
成
果
を
示
さ
な
か
っ
た
場
合

に
は
じ
め
て
、
紛
争
に
関
与
し
て
い
な
い
生
徒
の
信
仰
の
自
由
の

制
約
は
必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

と
主
張
さ
れ
て
い
る

（
47
）

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
件
に
お
い
て

原
告
が
学
校
に
お
い
て
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
校
長
が
禁
止
し
た
こ

と
は
必
要
性
の
要
件
を
充
足
し
て
お
ら
ず
、
比
例
原
則
に
適
合
し

な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
48
）

。

第
三
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
に
よ
る
と
、
授
業
が
支
障

な
く
進
行
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
祈
禱
を
禁
止
さ
れ
た
生

徒
は
、
学
校
平
和
を
乱
し
た
責
任
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
自
体
は
許
さ
れ
る
行
為
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

損
害
が
発
生
す
る
十
分
な
蓋
然
性
を
有
す
る
事
態
又
は
行
為
が
存

在
す
る
場
合
で
あ
り

（
43
）

、
学
校
の
状
況
の
具
体
的
危
険
を
一
般
的
に

認
定
す
る
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、
連
邦
行
政
裁

判
所
は
、
原
告
の
信
仰
表
明
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
考
察
を
加
え

る
こ
と
な
く
、
儀
式
的
祈
禱
が
危
険
状
況
を
激
化
さ
せ
る
客
観
的

性
質
を
有
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る

（
44
）

。
し
か
し
、
本
件
に
お
い

て
祈
禱
の
遂
行
に
よ
っ
て
学
校
平
和
が
具
体
的
に
危
険
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い

（
45
）

。

第
二
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
学
校
平
和
を
妨
害
し
て
い
な

い
原
告
の
信
教
の
自
由
に
対
す
る
制
約
が
比
例
原
則
に
反
し
な
い

こ
と
を
説
得
的
に
論
証
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑

問
が
あ
る
。
学
校
平
和
を
妨
害
し
て
い
な
い
生
徒
に
対
す
る
措
置

は
、「
一
般
的
危
険
防
御
法
」
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
留

保
な
く
保
障
さ
れ
て
い
る
信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い

る
行
為
の
禁
止
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
最
終

手
段
と
し
て
の
み
考
慮
に
値
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
連
邦
行

政
裁
判
所
は
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
の
激
化
に
対
処

す
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
原
告
の
信
仰
の
自
由
を
制

約
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
が
、
連
邦
行
政
裁

判
所
の
行
っ
た
必
要
性
審
査
に
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
必
要
性

（
一
〇
九
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
六
二

た
。
つ
ぎ
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
生
徒
の
信
仰
の
自
由
の
制

約
が
憲
法
上
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
、
生
徒

及
び
教
員
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
、
親
の
教
育
権
、
さ
ら
に
国
家

の
宗
教
的
中
立
性
の
要
請
は
祈
禱
を
行
う
生
徒
の
信
仰
の
自
由
に

対
す
る
制
約
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
説
示

し
た
。
し
か
し
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
公
立
学
校
の
生
徒
が
学

校
に
お
い
て
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
が
学
校
平
和
を
損

な
う
具
体
的
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
場
合
に
限
り
、
学
校
が
こ
れ
を

禁
止
す
る
こ
と
は
例
外
的
に
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
に
違
反

し
な
い
と
の
解
釈
論
を
示
し
た
上
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の

よ
う
な
危
険
の
存
在
を
肯
定
し
た
。

㈡　

連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
学
校
平

和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
、
原
告
の
信
仰

の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
）
の
制
約
が
憲
法
上
正
当

化
さ
れ
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
公
立

学
校
に
お
い
て
生
徒
が
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
一
般

的
に
禁
止
す
る
こ
と
が
生
徒
の
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項

及
び
二
項
）
を
侵
害
し
な
い
と
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
公
立
学
校
に
お
い
て
生
徒
が
授
業
時
間
外

に
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
学
校
平
和
の
維
持
の

こ
と
に
な
る
が
、
自
ら
学
校
平
和
を
乱
し
て
い
な
い
生
徒
が
不
利

益
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
学
校
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に

す
べ
て
の
生
徒
に
対
し
て
秩
序
正
し
い
授
業
進
行
を
確
保
す
る
こ

と
が
優
越
的
な
目
的
で
あ
り
、
す
べ
て
の
生
徒
は
こ
の
よ
う
な
学

校
の
本
来
的
目
的
に
抱
束
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る

（
49
）

が
、
あ
る
学
説

は
、
そ
の
理
由
を
「
緊
急
事
態
法
」
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

ハ
イ
ニ
ッ
ヒ
（H

ans M
ichael H

einig

）
は
、
連
邦
行
政
裁
判

所
は
「
当
該
学
校
の
例
外
状
況
」
を
宣
言
し
た
と
捉
え
る
。
ハ
イ

ニ
ッ
ヒ
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
授
業
が
支
障
な
く
進
行
す
る
こ

と
を
確
保
で
き
る
た
め
に
は
、
個
人
は
、
基
本
権
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
た
信
仰
の
自
由
の
削
減
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言

い
換
え
る
と
、
最
終
手
段
と
し
て
の
み
、
信
仰
の
自
由
は
、
こ
の

よ
う
な
衝
突
の
場
合
に
後
退
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法

学
的
に
は
、
こ
れ
は
、
理
解
で
き
る
結
論
で
あ
る
、
と

（
50
）

。

五　

小
括

㈠　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
公
立
学
校
の
生
徒
が
学
校

に
お
い
て
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
は
信
仰
の
自
由
（
基

本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
）
の
保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
判
断
し

（
一
一
〇
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
六
三

こ
と
は
原
則
と
し
て
生
徒
の
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条
一
項
及

び
二
項
）
を
侵
害
す
る
も
の
で
違
憲
で
あ
る
、
と
の
判
断
を
示
し

た
点
に
あ
る
と
見
る
べ
き
だ
と
言
え
よ
う

（
52
）

。

㈢　

本
稿
が
紹
介
し
て
い
る
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
は
、
先
行

す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
諸
判
例
を
下
敷
き
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問

題
点
に
つ
い
て
深
く
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
と
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
諸
判
例
に
つ
い
て
も
立
ち
入
っ
た
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

諸
判
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
連
邦
憲
法

裁
判
所
の
諸
判
例
の
検
討
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。

Ⅳ　

結
び
に
か
え
て

最
後
に
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
の
中
で
日
本
国
憲
法
の
解
釈

に
と
っ
て
も
参
考
と
な
る
部
分
を
簡
単
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
祈
禱
を
行
う
生
徒
以
外
の
他
の
生
徒
の
消
極
的
信
仰
の

自
由
は
、
原
則
と
し
て
、
祈
禱
を
行
う
生
徒
の
（
積
極
的
）
信
仰

の
自
由
の
制
約
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
根
拠
と
な
ら
な
い
と
の
解

た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
例
外
的
に
生
徒
の
信
仰
の
自

由
（
基
本
法
四
条
一
項
及
び
二
項
）
を
侵
害
し
な
い
（
つ
ま
り
、

公
立
学
校
に
お
い
て
生
徒
が
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
を

一
般
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
生
徒
の
信
仰
の
自
由
（
基
本
法
四
条

一
項
及
び
二
項
）
を
侵
害
す
る
）
と
の
見
解
を
示
し
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
の
上
記
の
見
解
は
、
基
本
法
四

条
一
項
及
び
二
項
に
基
づ
く
生
徒
の
信
仰
の
自
由
は
、「
原
則
と

し
て
」、
就
学
の
た
め
に
学
校
に
い
る
間
に
授
業
時
間
外
に
お
い

て
祈
禱
を
行
う
権
利
を
生
徒
に
与
え
る
が
、
こ
の
権
利
は
「
学
校

平
和
の
維
持
」
に
そ
の
限
界
が
あ
る
、
と
す
る
判
決
要
旨
に
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
本
件
に
お
い
て
具
体

的
危
険
を
認
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う

に
、
学
説
か
ら
の
批
判
も
あ
る
が
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的

危
険
が
認
定
で
き
る
の
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
見
解
に
従
っ
た

と
し
て
も
、
当
該
学
校
が
極
め
て
特
殊
な
状
況
│
極
め
て
多
様
な

宗
教
及
び
宗
派
を
信
仰
す
る
生
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
生
徒
の

間
で
激
し
い
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
状
況

（
51
）

│
に
置
か
れ
て

い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
判
決
の
意
義
は
、
公
立
学
校
の
生
徒

が
校
内
に
お
い
て
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る

（
一
一
〇
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
六
四

フ
着
用
を
理
由
と
す
る
採
用
拒
否
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
・

注（
1
）一
二
三
頁
以
下
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
渡
辺
康
行
「
文
化
的

多
様
性
の
時
代
に
お
け
る
『
公
教
育
の
中
立
性
』
の
意
味
│
イ
ス

ラ
ー
ム
教
徒
の
ス
カ
ー
フ
事
件
を
中
心
と
し
て
│
」
樋
口
陽
一
・

森
英
樹
・
高
見
勝
利
・
辻
村
み
よ
子
編
『
国
家
と
自
由
│
憲
法
学

の
可
能
性
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）
七
九
頁
以
下
、
同

「
立
法
の
復
権
か
立
法
へ
の
逃
避
か
」
公
共
政
策
研
究
四
号

（
二
〇
〇
四
年
）
一
五
頁
以
下
、
塩
津
徹
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家

と
宗
教
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
一
三
七
頁
以
下
（
初
出
、
同

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
│
イ
ス
ラ
ム
教
の
事
例
│
」
宗
教

法
二
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
と
宗
教

の
変
動
」
宗
教
法
二
八
号
（
二
〇
〇
九
年
））、
小
林
宏
晨
「
頭
用

ス
カ
ー
フ
着
用
の
女
教
師
と
信
仰
の
自
由
│
連
邦
憲
法
裁
判
所
の

判
例
（
二
〇
〇
三
年
）
の
研
究
│
」
法
学
紀
要
（
日
本
大
学
法
学

部
法
学
研
究
所
）
四
六
巻
（
二
〇
〇
五
年
）
五
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
3
） B

V
erfG

E
 138, 298.

（
4
） 

注（
1
）及
び（
2
）に
掲
げ
た
文
献
に
加
え
て
、
斎
藤
一
久

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
文
化
教
育
の
一
断
面
│
イ
ス
ラ
ム
教
を
め
ぐ

る
問
題
を
中
心
と
し
て
│
」
早
稲
田
法
学
会
雑
誌
五
二
巻

（
二
〇
〇
二
年
）
一
四
七
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
多
文
化

社
会
と
憲
法
」
全
国
憲
法
研
究
会
編
『
憲
法
問
題
二
三
』（
三
省
堂
、

二
〇
一
二
年
）
三
六
頁
以
下
、
飯
島
祐
介
「
ス
カ
ー
フ
論
争
と
ド

イ
ツ
の
規
範
的
自
己
理
解
の
現
在
」
社
会
学
評
論
五
九
巻
三
号

（
二
〇
〇
八
年
）
五
五
一
頁
以
下
、
内
藤
正
典
「
ド
イ
ツ
の
政
教
分

釈
論
で
あ
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
る
と
、
消
極
的
信
仰
の
自

由
は
、
国
家
に
対
す
る
防
御
権
で
あ
り
、
例
え
ば
、
国
が
教
室
に

宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
を
設
置
す
る
と
い
っ
た
国
の
行
為
を
排
除
す
る

た
め
の
権
利
で
あ
る
。
国
は
、
あ
る
人
が
他
者
の
信
仰
の
自
由
の

行
使
に
回
避
可
能
性
な
く
直
面
さ
せ
ら
れ
る
状
況
を
自
ら
創
出
し

て
い
な
い
限
り
、
あ
る
人
の
（
積
極
的
）
信
仰
の
自
由
の
行
使
に

よ
っ
て
他
者
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
が
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た

と
し
て
も
、
他
者
の
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
、
国
に
対
し
て
、
あ

る
人
の
（
積
極
的
）
信
仰
の
自
由
を
制
約
す
る
根
拠
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
。
日
本
国
憲
法
二
〇
条
の
解
釈
論
と
し
て
も
、
原
則

と
し
て
、
あ
る
人
の
消
極
的
信
教
の
自
由
は
他
者
の
（
積
極
的
）

信
教
の
自
由
を
制
約
す
る
根
拠
と
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か

（
53
）

。

（
1
） B

V
erfG

E
 105, 279. 

こ
の
決
定
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、

西
原
博
史
「
政
府
の
情
報
提
供
活
動
に
お
け
る＜

警
告＞

と
信
教

の
自
由
の
保
障
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸

波
江
二
・
島
崎
健
太
郎
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』

（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
）
一
一
七
頁
以
下
が
あ
る
。

（
2
） B

V
erfG

E
 108, 282. 

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、

渡
辺
康
行
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
教
師
の
志
願
者
に
対
す
る
ス
カ
ー

（
一
一
〇
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
六
五

験
対
策
用
事
例
問
題
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、T

obias 
B

ü
sch

er/
S

tefan
 G

lasm
ach

er, S
chule und R

eligion, JuS
 

2015, S
. 513 

（516

）; D
an

iela S
ch

roed
er, G

rundrechte, 4. 
A
ufl . 2016, S

. 105 ff .

が
そ
れ
で
あ
る
。

（
7
） 

本
稿
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問

題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
も
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
部
分
は
問
題
点
の
指
摘
に
と

ど
ま
る
か
、
又
は
判
例
解
説
の
性
格
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の

で
あ
り
、
本
格
的
な
考
察
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
っ
て
、
学
術
論

文
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
他
方
で
、
本
稿
が
紹

介
し
よ
う
と
し
て
い
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
は
極
め
て
重
要

な
も
の
で
、
こ
の
判
決
に
含
ま
れ
る
憲
法
上
の
問
題
点
の
本
格
的

な
考
察
は
後
回
し
に
し
て
、
と
り
あ
え
ず
、
ま
ず
は
こ
の
判
決
を

今
後
の
考
察
の
た
め
の
資
料
と
し
て
で
き
る
限
り
客
観
的
か
つ
内

在
的
に
紹
介
し
、
問
題
点
の
指
摘
と
若
干
の
解
説
を
し
て
お
く
こ

と
に
も
十
分
な
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、

本
格
的
な
考
察
を
含
む
「
論
説
」
の
作
成
は
将
来
の
課
題
と
し
、

判
例
の
紹
介
に
重
点
を
置
い
た
「
研
究
ノ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
8
） V

G
 B

erlin, B
eschluss vom

 10. M
ärz 2008 ‒ 3 A

 
983.07 ‒, juris. 

以
下
、
こ
の
決
定
の
引
用
は
、
本
文
中
に
欄
外

番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
9
） N

V
w
Z
-R

R
 2010, S

. 189 ff.; V
G
 B

erlin, U
rteil vom

 
29. S

eptem
ber 2009 ‒ 3 A

 984.07 ‒, juris. 

以
下
、
こ
の
判
決

離　

ル
デ
ィ
ン
裁
判
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
」
内
藤
正
典
・
阪
口

正
二
郎
編
『
神
の
法
ｖ
ｓ
．
人
の
法
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七

年
）
一
三
〇
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
で
の
ス
カ
ー
フ
問
題
の
位
相
」

内
藤
他
・
前
掲
注（
4
）一
八
一
頁
、
手
塚
和
男
「
ド
イ
ツ
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ス
カ
ー
フ
禁
止
」
初
宿
正
典
・
米
沢
広
一
・
松

井
茂
記
・
市
川
正
人
・
土
井
真
一
編
『
国
民
主
権
と
法
の
支
配　

佐
藤
幸
治
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
〔
上
巻
〕』（
成
文
堂
、

二
〇
〇
八
年
）
二
四
九
頁
以
下
、
同
「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ス
カ
ー
フ

禁
止
問
題
：
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
裁
判
所
判
決
二
〇
〇
七
年
一
二
月

一
〇
日
」
三
重
大
学
教
育
学
部
紀
要
六
〇
巻
社
会
科
学

（
二
〇
〇
九
年
）
一
一
七
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
本
稿
に

関
連
す
る
最
近
の
業
績
と
し
て
、
山
岸
喜
久
治
「
基
本
権
と
し
て

の
信
教
の
自
由
と
法
律
問
題
│
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
『
三
段
階
審
査
』

法
の
発
想
か
ら
│
」
人
文
社
会
科
学
論
叢
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
）

二
六
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
九
頁
以
下
が
あ
る
。

（
5
） B

V
erw

G
E
 141, 223.

（
6
） 

C
h

ristia
n

 von
 C

oellen, in: C
hristoph G

röpl/K
ay 

W
indthorst/C

hristian von C
oellen, G

rundgesetz 
S
tudienkom

m
entar, 2. A

ufl . 2005, A
rt. 4 R

n. 5

は
、
試
験
対

策
の
観
点
か
ら
重
要
な
最
新
判
例
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
一
月

二
七
日
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
（B

V
erfG

E
 138, 

298

）
と
並
ん
で
、
本
稿
が
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
二
〇
一
一
年

一
一
月
三
〇
日
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

実
際
、
本
稿
が
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
訴
訟
を
素
材
と
し
た
試

（
一
一
〇
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
六
六

（
22
） 
S

tefan
 M

u
ckel, V

erbot des rituellen G
ebets in der 

S
chule, JA

 2012, S
. 235 

（235 f.

）
も
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
い

る
。
ま
た
、M

arku
s W

in
kler, D

er verfassungsunm
ittelbare 

A
uskunftsanspruch der M

edien im
 K

ontext, V
erw

A
rch. 

2016, S
. 536 

は
、
本
稿
が
検
討
し
て
い
る
事
案
を
「
自
由
権
行

使
の
事
実
上
の
基
礎
へ
の
ア
ク
セ
ス
」（
自
由
の
基
体
）
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
事
案
類
型
と
捉
え
た
（S

. 537

）
上
で
、
次
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
。
学
校
へ
の
「
拘
束
性
」
は
、
生
徒
に
は
就
学
義

務
が
あ
る
た
め
、
生
徒
は
登
校
し
て
学
校
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
点
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
は
、
信
教
の
自
由
（
及

び
他
の
基
本
権
）
の
基
体
、
つ
ま
り
、
基
本
権
主
体
に
よ
る
自
分

の
時
間
の
自
由
な
使
用
を
削
減
し
て
い
る
。
祈
禱
を
行
う
時
間
が

確
定
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
自
由
に
使
え
る
時
間
が
「
自
由
権

の
基
体
」
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
具
体
的
で
あ
り
、
国
に
よ
る
時

間
の
剝
奪
が
実
効
的
な
基
本
権
行
使
│
定
期
的
な
義
務
的
祈
禱
│

を
危
う
く
す
る
場
合
、
国
家
は
、
そ
の
空
転
を
阻
止
す
る
た
め
に
、

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
│
基
本
権
主
体
に
祈
禱
の
た
め

の
部
屋
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
│
と
い
う
独
自
の
見
解
を

主
張
し
て
い
る
（S

. 554

）。

（
23
） 

W
ern

er N
eu

m
an

n, jurisP
R
-B

V
erw

G
 3/2012 A

nm
. 6, 

S
. 6

は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
が
祈
禱
の
「
時
間
」
の
自
由
な

選
択
も
信
仰
の
自
由
の
保
護
範
囲
に
含
め
て
い
る
点
に
注
目
し
て

い
る
。
本
件
に
お
い
て
原
告
は
授
業
時
間
外
に
祈
禱
を
行
う
こ
と

を
求
め
て
い
る
が
、
か
り
に
生
徒
が
、
祈
禱
を
行
う
べ
き
時
間
は

の
引
用
は
、
本
文
中
に
欄
外
番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
10
） N

V
w
Z
 2010, S

. 1310 ff. ; O
berverw

altungsgericht 
B
erlin-B

randenburg, U
rteil vom

 27. M
ai 2010 ‒O

V
G
 3 B

 
29.09 ‒, juris. 

以
下
、
こ
の
判
決
の
引
用
は
、
本
文
中
に
欄
外
番

号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
11
） B

V
erw

G
E
 141, 223. 

以
下
、
こ
の
判
決
の
引
用
は
、
本
文

中
に
欄
外
番
号
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

（
12
） B

V
erfG

E
 108, 282 

﹇297

﹈.

（
13
） B

V
erfG

E
 108, 282 

﹇298 f.

﹈.

（
14
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 26.

（
15
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil 
vom

 27. M
ai 2010 ‒O

V
G
 3 B

 29.09 ‒, juris, R
n 28.

（
16
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil 
vom

 27. M
ai 2010 ‒O

V
G
 3 B

 29.09 ‒, juris, R
n 29.

（
17
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇227/R
n. 19

﹈.

（
18
） 

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
棟
久
敬
「
信
教
の
自
由
の
保
護
範

囲
と
国
家
の
宗
教
的
・
世
界
観
的
中
立
性
（
一
）（
二
）」
一
橋
法

学
一
四
巻
一
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
六
五
頁
以
下
、
一
四
巻
二
号

（
二
〇
一
五
年
）
六
七
七
頁
以
下
に
よ
っ
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い

る
。

（
19
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇228/R
n. 22

﹈.

（
20
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇228/R
n. 23

﹈.

（
21
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇228/R
n. 24

﹈.

（
一
一
〇
四
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
六
七

「
ド
イ
ツ
公
法
判
例
研
究
：
い
わ
ゆ
る
十
字
架
判
決
の
研
究
（
バ
イ

エ
ル
ン
州
学
校
規
則
の
十
字
架
設
置
条
項
を
違
憲
と
し
た
事
例
）」

久
留
米
大
学
法
学
二
七
号
（
一
九
九
六
年
）
一
二
三
頁
以
下
、
竹

内
俊
子
「
い
わ
ゆ
る
『
十
字
架
判
決
（K

ruzifi x-U
rteil

）』
を
め

ぐ
っ
て
」
ド
イ
ツ
・
日
本
問
題
研
究
班
編
『
ド
イ
ツ
・
日
本
問
題

研
究
Ⅳ
』（
関
西
大
学
経
済
政
治
研
究
所
研
究
双
書
第
九
六
冊
、

一
九
九
六
年
）
九
五
頁
以
下
、
手
塚
和
男
「
キ
リ
ス
ト
十
字
架
像

を
教
室
に
取
り
付
け
る
と
い
う
学
校
規
則
を
め
ぐ
る
判
決
（
一
）

（
二
）：
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
部
決
定
一
九
九
五
年
五
月
一
六
日1 

B
vR

 1087/91

」
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
四
七
巻
人
文
・

社
会
科
学
（
一
九
九
六
年
）
一
二
七
頁
以
下
、
四
八
巻

（
一
九
九
七
年
）
一
二
一
頁
以
下
、
石
村
修
「
多
文
化
主
義
と
宗
教

的
少
数
者
│
ス
イ
ス
と
ド
イ
ツ
の
判
例
を
中
心
に
し
て
│
」
比
較

憲
法
史
研
究
会
編
（
杉
原
泰
雄
・
清
水
睦
編
集
代
表
）『
憲
法
の
歴

史
と
比
較
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
）
一
九
〇
頁
以
下
（
初

出
、
同
「
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
的
少
数
者
│
ス
イ
ス
と
ド
イ

ツ
の
判
例
を
中
心
に
し
て
│
」
法
律
時
報
六
九
巻
七
号

（
一
九
九
七
年
））、
畑
尻
剛
「
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲

法
裁
判
所
（
上
）（
下
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
六
号
（
一
九
九
七

年
）
七
四
頁
以
下
、
一
一
〇
七
号
（
一
九
九
七
年
）
七
九
頁
以
下
、

横
田
守
弘
「
国
家
の
教
育
任
務
と
『
個
人
』
│
十
字
架
判
決
に
対

す
る
一
つ
の
批
判
を
素
材
に
し
て
│
」
米
沢
広
一
・
松
井
茂
記
・

土
井
真
一
刊
行
代
表
『
佐
藤
幸
治
先
生
還
暦
記
念　

現
代
立
憲
主

義
と
司
法
権
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
）
四
七
七
頁
以
下
、
柿

ま
さ
に
授
業
中
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
授
業
（
の
一
部
）
を
受
け

た
く
な
い
（
例
え
ば
、
授
業
の
途
中
で
教
室
を
離
れ
た
い
と
希
望

し
た
）
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
。
ノ
イ
マ
ン

（W
erner N

eum
ann

）
は
、
祈
禱
時
間
の
選
択
も
信
仰
の
自
由
の

保
護
範
囲
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
基
本
法
七
条

一
項
に
基
づ
く
国
家
の
教
育
任
務
（
そ
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
支

障
の
な
い
授
業
進
行
が
必
要
で
あ
る
。）
か
ら
生
じ
る
制
約
の
問
題

が
提
起
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
24
） B

V
erfG

E
 52, 223. 

こ
の
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
清

水
望
「
信
仰
告
白
の
自
由
と
国
家
の
宗
教
的
中
立
性
│
学
校
祈
禱

事
件
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・

根
森
健
編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、

二
〇
〇
三
年
）
一
三
二
頁
以
下
が
あ
る
。
学
校
祈
禱
に
関
す
る
ド

イ
ツ
の
判
例
・
学
説
に
つ
い
て
は
、
西
原
博
史
『
良
心
の
自
由
増

補
版
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
一
年
）
二
二
一
頁
以
下
（
初
出
、
同

「
公
立
学
校
と
良
心
の
自
由
（
二
）（
三
）」
早
稲
田
社
会
科
学
研
究

四
一
号
（
一
九
九
〇
年
）、
四
二
号
（
一
九
九
一
年
））
に
お
い
て

詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） B

V
erfG

E
 93, 1. 

以
下
、
こ
の
決
定
の
引
用
は
、
本
文
中
に

該
当
頁
数
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
こ
の
決
定
の
紹
介
・
解

説
と
し
て
、
石
村
修
「
公
立
学
校
に
お
け
る
磔
形
像
（
十
字
架
）」

ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
石
村
修

編
集
代
表
）『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第
二
版
）』（
信
山
社
、

二
〇
〇
六
年
）
一
一
五
頁
以
下
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
原
清
信

（
一
一
〇
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
六
八

2011, S
. 24 

（25

）
は
、
消
極
的
信
教
の
自
由
は
、
国
家
が
基
本

権
主
体
に
不
可
避
的
に
共
に
し
な
い
宗
教
の
表
明
に
直
面
さ
せ
る

場
合
で
は
な
い
限
り
、
共
に
し
な
い
宗
教
の
表
明
に
全
面
的
に
触

れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
発
生
さ
せ
な
い
と
こ
ろ
、
公
立
学
校
に

お
い
て
回
避
可
能
性
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
て
お
り
、
本

件
は
、
国
家
が
基
本
権
主
体
に
不
可
避
的
に
共
に
し
な
い
宗
教
の

表
明
に
直
面
さ
せ
て
い
る
事
案
で
は
な
い
と
上
級
裁
判
所
判
決
を

批
判
し
て
い
る
。

（
30
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇230 f./R
n. 30

﹈.

（
31
） B

V
erfG

E
 138, 298 

﹇336 f./R
n. 104

﹈.

（
32
） 

上
級
行
政
裁
判
所
は
、
行
政
裁
判
所
が
引
用
し
た
も
の
と
同

じ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
諸
判
例
を
引
用
し
つ
つ
も
、
国
の
世
界
観

的
・
宗
教
的
中
立
性
義
務
は
、
特
定
の
宗
派
の
特
権
化
と
信
仰
を

異
に
す
る
人
の
排
除
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
の
義

務
が
厳
格
に
遵
守
さ
れ
た
場
合
、
信
仰
及
び
良
心
の
過
度
の
葛
藤

が
生
じ
な
い
こ
と
が
確
保
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（O
berverw

altungsgericht B
erlin-B

randenburg, U
rteil vom

 
27. M

ai 2010 ‒O
V
G
 3 B

 29.09 ‒, juris, R
n. 31

）。
国
家
の
宗

教
的
中
立
性
に
関
す
る
上
級
行
政
裁
判
所
の
考
え
方
を
読
み
取
る

の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
、Jan

 P
h

lipp S
ch

aefer, D
ie 

religiöse N
eutralität des S

taates im
 öffentlichen R

aum
, 

V
erw

A
rch. 2012, 136 

（159 ff .

）
は
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、

行
政
裁
判
所
の
考
え
方
と
は
異
な
り
、「
分
離
に
よ
る
解
決
」
の
考

え
方
を
採
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

本
智
正
「
十
字
架
判
決
が
問
題
提
起
し
た
も
の
│
国
家
の
宗
教
的

中
立
性
と
信
教
の
自
由
│
」
憲
法
論
叢
（
関
西
法
政
治
学
研
究
会
）

六
号
（
一
九
九
九
年
）
二
七
頁
以
下
、
塩
津
・
前
掲
注（
2
）五
九

頁
以
下
（
初
出
、
同
「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
『
十
字
架
判

決
』
を
め
ぐ
っ
て　

宗
教
的
少
数
者
の
自
由
の
視
点
か
ら
」『
宗
教

法
』
一
八
号
（
一
九
九
九
年
））、
ク
ラ
ウ
ス
・
シ
ュ
テ
ル
ン
（
赤

坂
正
浩
訳
）「
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
い
わ
ゆ
る
十
字
架
像
決
定
│
批

判
と
帰
結
│
」
法
学
紀
要
（
日
本
大
学
法
学
部
法
学
研
究
所
）

三
九
巻
（
一
九
九
八
年
）
三
六
七
頁
以
下
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
イ
ー
ゼ

ン
ゼ
ー
（
石
村
修
訳
）「
基
本
権
解
釈
に
よ
る
聖
像
破
壊
│
連
邦
憲

法
裁
判
所
・
磔
刑
像
決
定
│
」
同
（
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編

訳
（
栗
城
壽
夫
・
戸
波
江
二
・
嶋
崎
健
太
郎
編
集
代
表
））『
保
護

義
務
と
し
て
の
基
本
権
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
三
年
）
二
八
七
頁
以

下
も
参
照
。

（
26
） B

V
erfG

E
 108, 282 

（301

）.

（
27
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 37.

（
28
）  V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 38.

（
29
） O

berverw
altungsgericht B

erlin-B
randenburg, U

rteil 
vom

 27. M
ai 2010 ‒O

V
G
 3 B

 29.09 ‒, juris, R
n 31. 

上
級
行

政
裁
判
所
判
決
の
評
釈
で
あ
るR

alph
 Z

im
m

erm
an

n, K
ein 

A
nspruch eines S

chülers auf V
errichtung eines 

islam
ischen G

ebets w
ährend der U

nterrichtspausen, N
J 

（
一
一
〇
六
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
六
九

年
）
一
八
三
頁
以
下
（
初
出
、
同
「
い
わ
ゆ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
条
項

の
適
用
範
囲
│
統
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
新
展
開
」
法

学
論
叢
一
四
四
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
九
年
））
を
参
照
。

（
36
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 35.

（
37
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇233 f./R
n. 37

﹈.

（
38
） B

V
erfG

E
 138, 296 

﹇338/R
n. 108

﹈.

（
39
） 

T
r

is
ta

n
 B

a
r

c
z

a
k
, D

ie E
n
tw

ick
lu

n
g
 d

es 
S
chulverw

altungs- und S
chulverfassungsrechts seit dem

 
Jahr 2010, N

V
w
Z
 2014, S

. 1556 

（1560

）.

（
40
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇236/R
n. 43

﹈.

（
41
） 

行
政
裁
判
所
は
、「
祈
禱
に
よ
る
基
本
法
七
条
一
項
に
基
づ
く

教
育
任
務
の
具
体
的

0

0

0

支
障
」（V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. 
S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 984.07 ‒, juris, R

n. 40

）、
さ
ら
に
、

原
告
の
行
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
具
体
的
な

0

0

0

0

組
織
的
困

難
」（V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 44

）
を
語
っ
て
お
り
（
傍
点
は
、
本
稿
筆
者

に
よ
る
。）、
信
仰
の
自
由
の
制
約
を
憲
法
上
正
当
化
す
る
た
め
に

は
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
を
必
要
と
す
る
と
解
し
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
42
） B

V
erfG

E
 138, 296, S

ondervotum
 R

n. 16. B
en

jam
in

 
R

u
steberg, K

opftuchverbote als M
ittel zur A

bw
ehr nicht 

existenter G
efahren, JZ

 2015, S
, 637 

（640 f.

）
も
参
照
。

（
43
） 
行
政
裁
判
所
は
、
被
告
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
諸
々
の
宗
教

（
33
） 

ド
イ
ツ
の
代
表
的
な
研
究
書
と
し
て
、S

tefan
 H

u
ster, D

ie 
ethische N

eutralität des S
taates, 2002

が
あ
る
。

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
清
水
望
『
国
家

と
宗
教
│
ド
イ
ツ
国
家
教
会
法
の
再
構
成
と
そ
の
展
開
│
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）
と
い
う
重
厚
な
研
究
書
（
と
く

に
第
三
編
と
第
四
編
）
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
最
近
の
研
究

論
文
と
し
て
、
棟
久
敬
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
教
育
の
中
立
性
：

国
家
の
教
育
委
託
と
公
教
育
の
中
立
性
」
一
橋
法
学
一
〇
巻
一
号

（
二
〇
一
一
年
）
三
六
一
頁
以
下
、
同
「
基
本
権
援
助
と
国
家
の
宗

教
的
中
立
性
」
一
橋
法
学
一
三
巻
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
〇
七

頁
以
下
、
山
本
和
弘
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
の
宗
教
的
中
立
性

の
構
造
│
憲
法
上
の
規
範
的
根
拠
と
解
釈
学
上
の
効
力
│
」
早
稲

田
法
学
会
誌
六
八
巻
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
九
七
頁
以
下
が
あ

る
。

（
34
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 30.

（
35
） V

G
 B

erlin, U
rteil vom

 29. S
eptem

ber 2009 ‒ 3 A
 

984.07 ‒, juris, R
n. 33. 

な
お
、
行
政
裁
判
所
判
決
は
、
国
家
の

宗
教
的
中
立
性
の
解
釈
に
関
連
し
て
、
基
本
法
一
四
一
条
の
解
釈

を
示
し
た
点
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
（C

ath
rin

 C
orrell, 

D
ãr al-Islãm

－
die S

chule als »H
aus als des Islam

«?－
zu 

V
G
 B

erlin, U
rt. v. 29. 9. 2009, V

G
 3 A

 984/07 ‒, D
V
B
l. 

2010, S
. 133 

（135 f.

））。
基
本
法
一
四
一
条
に
つ
い
て
は
、
初

宿
正
典
『
日
独
比
較
憲
法
学
研
究
の
論
点
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五

（
一
一
〇
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
七
〇

（
47
） 
R

u
bin 

（F
n. 45

）, S
. 721 f.

（
48
） 

し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
学
校
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
原

告
が
学
校
に
お
い
て
祈
禱
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
は
比
例

原
則
に
反
し
な
い
と
主
張
す
る
学
説
も
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
レ
ン

ツ
（W

alter F
renz

）
は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
本
件
に

お
い
て
は
調
整
が
困
難
な
様
々
な
憲
法
上
の
法
益
が
衝
突
し
て
お

り
、
国
家
機
関
は
、
評
価
・
形
成
に
関
す
る
広
い
裁
量
権
を
有
す

る
。
決
定
的
で
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
不
適
合
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
予
防
措
置
、
又
は
ま
っ
た
く
不
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い

予
防
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
原
告
の
祈
禱

が
他
の
生
徒
に
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
は
挑
発
す
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
学
校
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
正
午
の
祈
禱
を
行
う
こ
と
を

原
告
に
許
さ
な
い
こ
と
も
是
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に

は
、
学
校
平
和
に
対
す
る
具
体
的
危
険
も
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

比
例
原
則
も
遵
守
さ
れ
て
い
る
。
学
校
平
和
の
危
険
を
回
避
す
る

よ
り
緩
や
か
な
手
段
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
必
要
性
の

要
件
も
充
た
し
て
い
る
（W

alter F
renz, G

laubensfreiheit 
und S

chulpfl icht, JU
R
A
 2013, S

. 999 

（999 f.

））。

（
49
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇240/R
n. 55

﹈.

（
50
） 

H
a

n
s M

ich
a

el H
ein

ig, R
eligionsfreihet auf dem

 
P
rüfstand: W

ie viel R
eligion vertägt die S

chule ?, in: 
ders., D

ie V
erfassung der R

eligion, 2014, S
. 323 

（336

）
こ

れ
に
関
連
し
て
、C

h
ristoph

 E
n

d
ers, A

nm
erkung zum

 
U
rteil des B

undesverw
altungsgerichts v. 30. 11. 2011, JZ

 

的
紛
争
は
本
件
で
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
法
律
問
題
と
は
関

係
し
て
い
な
い
と
説
示
す
る
と
と
も
に
、
原
告
が
こ
の
種
に
紛
争

に
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
又
は
、
原
告
の
行
動
が
紛
争
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と
説
示
し
て
い
る
（V

G
 

B
erlin, U

rteil vom
 29. S

eptem
ber 2009 ‒ 3 A

 984.07 ‒, 
juris, R

n. 43
）
が
、
こ
の
説
示
か
ら
す
る
と
、
行
政
裁
判
所
は
本

文
で
述
べ
た
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

行
政
裁
判
所
判
決
の
評
釈
で
あ
るR

alph
 Z

im
m

erm
an

n, 
R
echt eines S

chülers auf V
errichtung eines islam

ischen 
G
ebets w

ährend der U
nterrichtspausen, N

J 2010, S
. 244 

（245 f.

）
は
、
同
判
決
に
賛
成
し
つ
つ
、
国
の
介
入
の
基
点
と
な

り
得
る
の
は
、
秩
序
の
あ
る
授
業
の
実
施
を
不
可
能
に
し
、
又
は
、

学
校
生
活
に
関
与
し
て
い
る
他
の
人
々
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
、
学
校
平
和
を
妨
害
す
る
、
単
な
る
宗
教
活
動
を
越

え
た
「
個
々
の
生
徒
の
行
動
」
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
の
指
摘
も
本
文
で
述
べ
た
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
44
） B

V
erw

G
E
 141, 223 

﹇236/R
n. 43

﹈.

（
45
） 

H
an

n
ah

 R
u

bin
, D

as islam
ische G

ebet in der S
chule, 

JU
R
A
 2012, S

. 718 

（721

）.

（
46
） 

D
irk E

h
lers, JK

 7/12 G
G
 A

rt 4 Ⅰ
, Ⅱ

/41

は
、
正
午

の
祈
禱
を
行
う
た
め
に
教
室
な
ど
の
学
校
の
部
屋
を
通
常
の
休
憩

時
間
中
に
原
告
に
使
わ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
理
由
は
明
ら

か
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

（
一
一
〇
八
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
七
一

て
い
る
「
条
例
の
検
討
に
関
わ
っ
て
い
る
市
の
担
当
者
」
の
説
明

に
よ
る
と
、「
い
わ
ゆ
る
『
成
人
向
け
』『
ア
ダ
ル
ト
も
の
』
と
呼

ば
れ
る
雑
誌
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は
一
般
の
週
刊
誌
と
し
て
販

売
さ
れ
る
雑
誌
を
含
む
様
々
な
出
版
物
等
に
、
裸
の
女
性
の
写
真

な
ど
性
的
な
画
像
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
市
民
が
食
料
品
や
生
活
用
品

を
購
入
す
る
た
め
に
日
常
的
に
利
用
す
る
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
」

る
「
状
況
に
対
し
て
、
市
民
か
ら
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
安
心
し
て
子
供
と
買
い
物
に
行
け
な
い
と
い

う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
特
に
女
性
を
中
心
と
し
て
、

見
た
く
も
な
い
も
の
が
目
に
入
っ
て
不
快
で
あ
る
と
か
、
思
わ
ぬ

と
こ
ろ
で
性
的
な
も
の
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
最
近
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
」
っ
て
い
る
こ
と
が
新

し
い
条
例
を
制
定
す
る
理
由
で
あ
り
、「
青
少
年
の
健
全
な
育
成
と

と
も
に
、
羞
恥
心
や
不
快
感
を
覚
え
る
よ
う
な
卑
わ
い
な
書
籍
等

が
、
そ
れ
ら
を
お
よ
そ
買
う
つ
も
り
の
な
い
人
た
ち
の
目
に
、
む

や
み
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
」
条
例
の
「
ね

ら
い
」
で
あ
る
。

出
題
趣
旨
に
よ
る
と
、「
本
条
例
の
検
討
に
際
し
て
は
、
問
題
文

の
最
後
の
甲
の
発
言
に
あ
る
と
お
り
、
図
書
類
を
購
入
す
る
立
場

と
販
売
等
を
す
る
店
舗
の
立
場
か
ら
憲
法
上
の
権
利
を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
二
一
条
の
表

現
の
自
由
に
含
ま
れ
る
『
知
る
自
由
』
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

憲
法
第
二
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
に
含
ま
れ
る
『
営
業
の
自
由
』

2012, S
. 363 

（365

）
に
よ
る
分
析
も
参
照
。

（
51
） B
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は
、
連
邦
行
政
裁
判
所

判
決
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
同
論
文
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
。「
具
体
的
な
学
校
の
現
存
す
る
事
実
関
係
に
お

い
て
は
」、
結
論
と
し
て
儀
式
的
学
校
祈
禱
を
禁
止
で
き
た
。
連
邦

行
政
裁
判
所
は
、
学
校
や
行
政
裁
判
所
裁
判
官
に
、
宗
教
活
動
に

関
す
る
ま
す
ま
す
硬
直
化
し
、
原
理
主
義
的
に
な
っ
て
い
る
見
解

と
、
こ
れ
と
結
び
付
い
た
、
自
由
主
義
的
な
考
え
方
に
対
す
る
非

寛
容
に
対
し
て
一
定
の
制
約
を
示
す
可
能
性
を
与
え
た
。
た
だ
し
、

基
本
権
解
釈
論
の
観
点
か
ら
は
、「
学
校
平
和
」
は
抽
象
的
か
つ
濫

用
さ
れ
易
い
概
念
で
あ
る
か
ら
、
学
校
に
お
け
る
個
人
の
信
教
の

自
由
の
行
使
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
憲
法
法
益
と
は
何
か

を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
。

（
53
） 

二
〇
一
八
年
司
法
試
験
公
法
系
科
目
第
一
問
（
以
下
、「
一
八

年
公
法
系
第
一
問
」
と
い
う
。）
は
、
出
題
趣
旨
に
よ
る
と
、「
青

少
年
の
健
全
育
成
」
と
い
う
「
目
的
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
市
民

が
む
や
み
に
羞
恥
心
等
を
覚
え
る
よ
う
な
卑
わ
い
な
画
像
等
に
触

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
性
風
俗
に
か
か
る
善
良
な
市
民
の

価
値
観
を
尊
重
す
る
と
い
う
観
点
も
併
せ
、
健
全
で
文
化
的
な
環

境
を
保
持
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
」
図
書
類
の
販
売
等
に
関

し
て
「
種
々
の
規
制
を
行
う
架
空
の
条
例
案
に
つ
い
て
、
そ
の
合

憲
性
の
検
討
を
求
め
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
問
題
文
に
記
載
さ
れ

（
一
一
〇
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
七
二

ど
う
か
を
除
く
。）
を
踏
ま
え
た
審
査
基
準
の
設
定
が
考
え
ら
れ
」、

「
審
査
基
準
へ
の
当
て
は
め
に
お
い
て
は
、
購
入
が
全
面
的
に
制
約

さ
れ
る
青
少
年
と
は
異
な
り
、
個
々
の
規
制
の
合
理
性
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
」
り
、「
そ
の
際
、
本
条
例
の
目
的
が
、
青
少
年
の
健

全
育
成
の
み
な
ら
ず
、
一
般
市
民
が
む
や
み
に
卑
わ
い
な
画
像
等

に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
青

少
年
の
場
合
と
同
様
、
憲
法
上
の
権
利
の
制
約
の
目
的
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
条
例
の
目
的
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
卑
わ
い
な
画

像
等
を
見
た
く
な
い
人
を
保
護
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
見

た
く
な
い
も
の
に
触
れ
さ
せ
な
い
こ
と
一
般
が
法
的
保
護
に
値
す

る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
議
論
や
、
目
的
が
漠
然
と
し
た
も
の
で

抽
象
的
に
す
ぎ
る
と
い
っ
た
指
摘
を
し
て
、
そ
の
目
的
と
し
て
の

価
値
が
大
き
く
な
い
と
評
価
す
る
方
向
で
議
論
を
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。
他
方
、
性
的
な
羞
恥
心
や
卑
わ
い
な
も
の
を
見
た

く
な
い
人
の
不
快
感
は
、
現
に
一
般
に
共
有
さ
れ
て
い
る
感
情
で

あ
る
以
上
、
十
分
に
法
的
保
護
に
値
す
る
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

制
約
目
的
と
し
て
の
価
値
を
見
出
す
議
論
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
」。

「
憲
法
第
二
二
条
に
関
し
て
は
、
営
業
の
自
由
が
憲
法
上
の
権
利

で
あ
る
こ
と
、
本
件
規
制
が
営
業
の
自
由
の
制
約
に
該
当
す
る
こ

と
に
言
及
し
た
上
で
、
営
業
の
自
由
の
制
約
と
し
て
ど
の
よ
う
な

審
査
基
準
が
妥
当
で
あ
る
か
を
議
論
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
」、

「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
目
的
と
一
般
市
民
が
む
や
み
に
卑
わ

い
な
画
像
等
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
を
ど
の
よ
う

の
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」。

憲
法
第
二
一
条
に
関
し
て
は
、「
知
る
自
由
が
、
憲
法
第
二
一
条

第
一
項
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
」、
問
題
文
の

最
後
の
甲
の
発
言
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、「
規
制
図
書
類
の
購

入
等
が
で
き
な
い
青
少
年
と
一
八
歳
以
上
の
人
」
に
分
け
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、「
購
入
や
貸
与
を
受
け
る
こ
と
を

制
限
さ
れ
る
青
少
年
に
つ
い
て
、
そ
の
自
由
の
制
約
に
な
る
か
ど

う
か
」、
制
約
に
な
る
と
し
た
場
合
、「
明
確
性
の
原
則
を
論
ず
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
」、「
さ
ら
に
、
明
確
性
の
原
則
に
反
し
な
い
と

し
て
も
、
か
か
る
制
約
の
合
憲
性
判
断
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
審

査
基
準
に
よ
っ
て
審
査
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
を
論
じ
」
た

上
で
、「
本
件
規
制
図
書
類
の
範
囲
が
過
度
に
広
汎
で
は
な
い
か
と

い
う
点
を
含
め
規
制
の
必
要
性
、
合
理
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」。「
ま
た
、
審
査
基
準
の
設
定
又
は
当
て
は
め
に
お
い
て
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
本
条
例
の
目
的
に
つ
い
て
の
検
討
、
す
な
わ
ち
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
目
的
や
、
一
般
市
民
が
む
や
み
に
卑
わ
い

な
画
像
等
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
が
、
憲
法
上
の

権
利
を
制
約
す
る
目
的
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
を
意
識
し
た
議
論
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
」
る
。
つ
ぎ
に
、

「
一
八
歳
以
上
の
者
と
の
関
係
で
は
、
知
る
自
由
の
制
約
に
な
る
か

ど
う
か
を
ま
ず
検
討
す
る
必
要
が
あ
」
り
、「
知
る
自
由
の
制
約
と

と
ら
え
る
と
、
青
少
年
に
お
け
る
検
討
と
同
様
に
、
明
確
性
に
関

す
る
検
討
が
必
要
と
な
り
、
審
査
基
準
の
設
定
に
つ
い
て
も
、
青

少
年
の
場
合
と
同
様
の
点
（
青
少
年
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
か

（
一
一
一
〇
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
七
三

つ
い
て
自
ら
の
考
え
を
こ
こ
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
論
点
に
関
す
る
筆
者
の
考
え

は
こ
こ
で
開
陳
で
き
る
ほ
ど
十
分
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

「
平
成
三
〇
年
司
法
試
験
の
採
点
実
感
（
公
法
系
科
目
第
一
問
）」

（
以
下
、「
採
点
実
感
」
と
い
う
。）
は
、「
不
快
な
も
の
を
見
た
く

な
い
と
か
、
あ
る
い
は
お
よ
そ
あ
る
も
の
を
見
た
く
な
い
と
い
う

感
情
の
保
護
そ
れ
自
体
を
当
然
の
よ
う
に
制
約
目
的
と
し
て
肯
定

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
更
に
そ
れ
を
憲
法
第
一
三
条
や
第
二
一
条

に
基
づ
く
権
利
で
あ
る
と
す
る
答
案
が
目
に
つ
い
た
」
が
、「
こ
の

種
の
利
益
保
護
を
制
約
目
的
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
検

討
な
い
し
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら

い
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
司
法
試
験
受
験
生
に
苦
言
を
呈

し
て
い
る
が
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
筆

者
は
、
こ
の
論
点
に
つ
い
て
答
案
の
出
来
が
良
く
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
司
法
試
験
受
験
生
を
責
め
る
気
に
は
な
れ
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
に
は
、
一
八
年
公
法
系
第
一
問

に
含
ま
れ
る
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
準
備
も
な

く
、
ま
た
、
本
稿
は
そ
の
場
で
も
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
検
討

し
た
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
は
上
記
の
問
題
点
を
検
討
す
る
に
際

し
て
参
考
と
な
る
点
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
以
下
で
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
た
上
で
、
一
八
年
公
法
系
第
一
問
に

つ
い
て
若
干
の
感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
学
校
当
局

（
国
家
）
は
、
生
徒
の
（
積
極
的
）
信
仰
の
自
由
を
他
の
生
徒
の
消

に
と
ら
え
、
制
約
さ
れ
る
権
利
の
性
質
、
制
約
の
程
度
等
と
の
関

係
で
、
ど
の
よ
う
な
審
査
基
準
を
設
定
す
る
か
の
議
論
を
す
る
必

要
が
あ
る
」。
そ
し
て
、
事
案
の
検
討
に
お
い
て
は
、「
営
業
の
自

由
と
の
関
係
で
も
、
一
般
市
民
が
む
や
み
に
卑
わ
い
な
画
像
等
に

触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
、
目
的
と
し
て
の

妥
当
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」。
そ
の
際
に
は
、「
知

る
自
由
と
の
関
係
で
議
論
し
た
の
と
同
様
と
し
て
扱
っ
て
も
差
し

支
え
な
い
」
が
、「
そ
の
目
的
の
妥
当
性
判
断
に
当
た
っ
て
、
制
約

さ
れ
る
権
利
と
の
関
係
で
、
異
な
る
考
慮
が
な
さ
れ
得
る
と
の
立

場
か
ら
は
、
知
る
自
由
の
場
合
と
異
な
る
議
論
を
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
」。

出
題
趣
旨
を
読
む
限
り
、「
一
般
市
民
が
む
や
み
に
卑
わ
い
な
画

像
等
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
が
、「
図
書
類
を
購
入
す
る

側
」
で
あ
る
「
青
少
年
と
一
八
歳
以
上
の
人
」
の
知
る
権
利
を
制

約
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
、「
販
売
等
を

す
る
店
舗
」
の
営
業
の
自
由
を
制
約
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
の
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
論
点
で
あ
る
と
見
て
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
論
点
の
難
易

度
は
極
め
て
高
く
、
司
法
試
験
の
現
場
に
お
い
て
極
度
の
緊
張
状

態
の
中
で
、
し
か
も
極
め
て
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
こ
の
論
点
に

一
定
の
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
司
法
試
験
受
験
生

は
ま
さ
に
お
気
の
毒
で
あ
っ
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
司
法

試
験
受
験
生
に
比
べ
る
と
比
較
的
時
間
に
余
裕
が
あ
り
、
し
か
も

法
科
大
学
院
に
勤
務
す
る
教
員
で
あ
る
筆
者
は
、
上
記
の
論
点
に

（
一
一
一
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）

二
七
四

重
な
る
。
少
な
く
と
も
、
国
の
保
護
義
務
は
、
国
が
生
徒
及
び
教

員
を
共
に
し
な
い
宗
教
と
の
あ
ら
ゆ
る
出
会
い
か
ら
保
護
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
及
ば
な
い
。
様
々
な
信
仰

上
の
確
信
に
活
動
の
余
地
を
与
え
る
社
会
に
お
い
て
、
個
人
は
、

他
人
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル

に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
有
し
て
い
な
い
（
な
お
、
連
邦
行

政
裁
判
所
は
、
本
件
に
お
い
て
は
、
生
徒
及
び
教
員
は
、
原
告
の

祈
禱
に
逃
げ
道
も
な
く
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

自
分
が
認
め
て
い
な
い
他
の
宗
教
の
影
響
に
、
生
徒
及
び
教
員
に

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
仕
方
で
さ
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
、
と
指
摘
し
て
お
り
、
あ
る
人
が
、
他
人
の
信
仰
表
明
、
宗

教
儀
式
上
の
行
為
な
ど
に
「
逃
げ
道
な
く
」
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い

る
場
合
は
、
別
の
議
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。）。

こ
の
よ
う
な
連
邦
行
政
裁
判
所
の
考
え
方
を
下
敷
き
と
し
て
、

一
八
年
公
法
系
第
一
問
及
び
採
点
実
感
を
読
み
直
す
と
、
次
の
二

点
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
採
点
実
感
は
、「
不
快
な
も
の
を
見
た

く
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
お
よ
そ
あ
る
も
の
を
見
た
く
な
い
と
い

う
感
情
の
保
護
…
…
を
憲
法
第
一
三
条
や
第
二
一
条
に
基
づ
く
権

利
で
あ
る
と
す
る
答
案
が
目
に
つ
い
た
」
と
指
摘
す
る
が
、
筆
者

も
、
憲
法
一
三
条
及
び
二
一
条
の
保
障
す
る
基
本
権
は
国
家
に
対

す
る
防
御
権
で
あ
り
、
他
者
の
基
本
権
行
使
を
制
約
す
る
根
拠
と

し
て
使
う
に
は
「
検
討
な
い
し
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
と
の

意
識
」
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ぎ
に
、
か
り
に
、

様
々
な
信
仰
上
の
確
信
に
活
動
の
余
地
を
与
え
る
社
会
に
お
い
て
、

極
的
信
仰
の
自
由
を
根
拠
と
し
て
制
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
判
断
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
消
極
的
信
仰

の
自
由
が
国
家
に
対
す
る
防
御
権
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き

た
い
。
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
る
と
、
国
家
は
、
個
人
が
、
回
避

可
能
性
な
く
信
仰
の
影
響
、
信
仰
上
の
行
為
及
び
宗
教
的
シ
ン
ボ

ル
に
さ
ら
さ
れ
る
状
況
を
創
出
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
場
面

に
お
い
て
も
、
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
国
家
に
対
す
る
防
御
権
で

あ
り
、
国
家
は
、
例
え
ば
、
教
室
に
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
を
設
置
し

た
り
、
そ
の
外
形
に
よ
っ
て
宗
教
的
確
信
を
授
業
に
持
ち
込
も
う

と
す
る
教
師
に
生
徒
を
対
面
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
を
そ
の
意
思
に
反
し
て
強
制
的
に
他
者
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀

式
上
の
行
為
、
又
は
宗
教
上
の
シ
ン
ボ
ル
に
直
面
さ
せ
る
こ
と
を

禁
止
さ
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面

で
も
消
極
的
信
仰
の
自
由
は
国
家
に
対
す
る
防
御
権
で
あ
る
。

従
っ
て
、
生
徒
が
学
校
に
お
い
て
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
の
着
用
又
は

宗
教
儀
式
上
の
行
為
に
よ
っ
て
自
己
の
信
仰
の
自
由
を
行
使
す
る

ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
他
の
生
徒
に
対
す

る
国
の
保
護
義
務
が
関
係
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
生
徒
の
信
仰
表
明

に
つ
い
て
国
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
場
合
、

国
の
責
任
は
、
様
々
な
宗
派
の
生
徒
が
学
校
に
お
い
て
共
存
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
点
に
あ
り
、
消
極
的
信
仰
の
自
由
に

対
す
る
国
の
保
護
義
務
は
、
学
校
平
和
を
維
持
す
る
任
務
、
つ
ま

り
、
国
の
教
育
任
務
の
実
現
及
び
秩
序
正
し
い
授
業
進
行
と
対
立

す
る
紛
争
（
宗
教
的
紛
争
を
含
む
。）
を
認
め
な
い
と
い
う
任
務
と

（
一
一
一
二
）



学
校
に
お
け
る
信
教
の
自
由
（
岡
田
）

二
七
五

個
人
は
、
他
人
の
信
仰
表
明
、
宗
教
儀
式
上
の
行
為
及
び
宗
教
的

シ
ン
ボ
ル
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
有
し
て
い
な
い
と
の
連

邦
行
政
裁
判
所
の
考
え
方
が
表
現
の
自
由
に
も
当
て
は
ま
る
と
す

る
と
、
様
々
な
意
見
、
思
想
、
表
現
に
活
動
の
余
地
を
与
え
る
社

会
（
日
本
国
憲
法
が
想
定
す
る
社
会
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も

の
で
あ
ろ
う
。）
に
お
い
て
、
個
人
は
、
他
者
の
意
見
、
思
想
、
表

現
等
に
触
れ
さ
せ
ら
れ
な
い
権
利
を
有
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏
ま
え
る
と
、「
不
快
な
も
の
を
見
た
く
な

い
と
か
、
あ
る
い
は
お
よ
そ
あ
る
も
の
を
見
た
く
な
い
と
い
う
感

情
の
保
護
そ
れ
自
体
を
…
…
制
約
目
的
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
検
討
な
い
し
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
採
点
実

感
の
指
摘
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
採
点
実
感

の
指
摘
が
正
し
い
と
し
て
も
、
答
案
の
出
来
が
良
く
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
司
法
試
験
受
験
生
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

以
上
が
、
一
八
年
公
法
系
第
一
問
に
関
す
る
筆
者
の
感
想
で
あ

る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
一
八
年
公
法
系

第
一
問
に
含
ま
れ
る
上
記
の
問
題
点
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
す

る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
申
し
上
げ

て
お
き
た
い
。

（
一
一
一
三
）
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